
観点１
基礎・基本の定着

観点２
主体的に学習に取り組む

工夫

観点３
内容の構成・配列・分量

観点４
内容の表現･表記

観点５
言語活動の充実

○教科の基礎的・基本的な内容を確実に定着さ
せるための指導内容の工夫

○問題解決的な学習，体験的な学習などを取り
入れるなど，児童の主体的な学びを引き出す指
導方法の工夫

○伝統や文化についての教育の充実に関する内
容の構成・配列・分量
○教科横断的な学習の充実に関する内容の構
成・配列・分量

○有効なさし絵・地図・図表などの資料等
○児童にとって親しみやすい表現・表記

○教科の特質に応じて，思考力・判断力・表現
力育成に資する言語活動の工夫

・単元の冒頭と終わりに
「言葉の力」として重要な
内容を明示したり，言葉
欄・漢字欄を設けたりして
いる。

・学ぶ道筋を3ステップで
示し，学習過程や学び方を
明確にしている。

・同時期に同領域の学習を
配置している。また，重点
指導事項を原則1単元1領域
に絞って単元を配列してい
る。

・写真や挿絵等がシンプル
で，色合いが明瞭である。
入学当初に行う活動を見開
き1ページで表し，教材化
している。（1年上P.10-
25）

・説明・報告・紹介・討論
などの言語活動を系統的に
位置付けており，具体的な
言語活動を示している。
（3年上P.56‐62, 4年上
P.52‐57, 5年P.50‐55, 6
年P.52 ‐57）

・前学年の漢字を復習する
ページ「漢字の練習」で
は，ことわざや慣用句を用
いるなど出題の仕方に工夫
がある。（6年P.73）

・直面する課題を主体的に
解決する力を培うための教
材を工夫している。（3年
下P.8）（6年P.52，78）

・説明的な文章や文学的な
文章の「学習の手引き」に
は，教科書で学んだことを
もとに学びが広がるよう作
品例が掲載してある。

・現代社会の課題である
「防災・安全」「平和と共
生」「情報化社会」「科学
技術の発展」を扱った説明
的な文章を取り上げてい
る。

・学習の手引きには「生か
そう」のコーナーがあり，
学年の系統性や，単元で身
に付けた言語能力を他教科
の学習や生活の中で活用す
ることを示している。（6
年P.84）

・巻末には，「学習で使う
言葉」「言葉の広場」「言
葉の力」等，言葉の習得に
関するページを設けてい
る。

・学年ごとに，発達段階に
応じて「国語のノートの作
り方」を示している。

・小教材「季節の足音」が
各学年に設けられ，日本の
四季が感じられるように
なっている。

・説明的な文章や文学的な
文章の単元の扉には，学習
の導入となる文と絵を掲載
している。

・「書くこと」領域では，
物語や詩などを創作する活
動を設定している。

・2年生以上の各巻に「日
本の～」というテーマで
様々な伝統・文化を紹介し
ている。（3年下P.160）
（6年P.270）

・「付録」に，文学的な文
章との関わりが深いものが
配列してある。(3年下
P.110-125 付録P.134-
147）(4年下P.110-125 付
録P.134-143）(5年P.116-
135 付録P.262-271）

令和２年度使用小学校教科用図書　調査研究報告書

種目　国語　　 

東書



・教科書の初めに「付けた
い力」を一覧にまとめ，そ
の学年の目標を明確に提示
している。

・初めに「国語の学習の進
め方を確かめよう」とし
て，学習の進め方を示して
いる。

・「昔から言い伝えられて
きた言葉にふれよう」「言
葉の響きやリズムを楽しも
う」「言葉の文化を体験し
よう」では故事成語，狂
言，文語詩などを段階的に
取り上げている。

・写真や挿絵を効果的に
使っている。（5年下P.144
-149）

・「読書に親しもう」で
は，「絵を見て語り合お
う」（6年上P.76）や「物
語の人物が答えます」（5
年上P.80）では，文学的な
文章を読む必然性をもたせ
るように活動を設定してい
る。

・「言葉をつないで文を作
ろう」「言葉のいずみ」
「言葉のきまり」「言葉で
遊ぼう」「漢字の広場」
等，言語事項に関する教材
がある。

・「自分だけのノートを作
ろう」では，ノートの書き
方について紹介がある。
（3年上P.28，5年上P.34）

・「季節の便り」で，伝統
的な言語文化を取り上げて
いる。

・「さわっておどろく」で
は，実際に点字体験ができ
るよう紙面を工夫してい
る。（4年下P.84）

・巻末に資料編として，授
業で使う言葉や学習したこ
とのポイントがまとめてあ
る。

・各学年の最初に「言葉で
つながる」ことをテーマと
した，コミュニケーション
について考える単元があ
る。(5年上P.14-15)

・地域の偉人「小野篁」に
ついて取り上げている。
（5年上P.120-123)

学図



・「言語」「漢字の広場」
「文化」「読書」の言語事
項に関する教材がある。

・「読むこと」教材のてび
きが「4ステップ構造」で
示してある。(4年上P.24-
25）

・「としょかんへ　いこ
う」で「にほんのおはな
し」「がいこくのおはな
し」を紹介し，学校図書館
に対する興味・関心を高め
た後，ロシアの民話である
「おおきなかぶ」が配置し
てある。（1年上P.74-91）

・伝統的な言語文化に関す
る教材には，写真が使われ
ており，言葉の意味や場面
を明確に示している。（3
年上P.62-67）

・付録にある「言葉の木＜
考えるの木＞」では発達段
階にそった言葉を，「言葉
のまとめ」では言葉の使い
方をまとめて示している。
（6年下P.142-143）

・「漢字の広場」として，
言葉や漢字の力を定着させ
るページがある。

・「話すこと・聞くこと」
「書くこと」教材の下段に
学習の進め方が示してあ
る。

・伝統的な言語文化に関す
る教材が「文化」として設
置してある。（6年上P.22-
27）

・単元名が具体的な活動に
なっている。（2年上
P.91）

・説明的な文章を学ぶ際に
は，文章構成が類似した複
数の文章を位置付け，学び
のスキルを習得できるよう
に設定してある。（3年上
P.50-51）

・付録には「ここが大事」
のまとめがあり，児童が身
に付けるべき内容を示して
いる。

・司会者や発表者の役割を
掲載し，各言語活動のポイ
ントを示している。（4年
下P.38-39）

・2枚の写真の間に何が起
こったのかを考えて言葉で
書く教材を学習するなど思
考を高める工夫がある。
（2年上P.126-133）

・「はたらくじどう車」で
は，役割についての説明を
分かりやすくするために効
果的に写真を載せている。
（1年下P.12-16）

教出



・習った漢字を使った文章
を考える「漢字の広場」や
季節の言葉・こよみなどを
取り上げた「季節の言葉」
等，言語事項に関する教材
がある。

・児童が見通しをもって学
習を進めるために，教材文
の次のページに学習の進め
方を示している。（3年下
P.78-79）

・「古典の世界」や狂言，
鳥獣戯画などの伝統文化に
関する説明的な文章を取り
上げている。（6年P.141）

・「季節の言葉」のコー
ナーでは，統工芸や伝統的
な文化に関する教材には，
実際の写真を使っている。
（5年P.80‐81　6年P.163
‐173）

・「おもちゃの作り方を説
明しよう」（2年下P.46）
や「もっと知りたい，友だ
ちのこと」（3年上
P.40），「お礼の気持ちを
伝えよう」（4年上P.62）
など，日常生活と関連のあ
る内容となっている。

・「国語の学びを見わたそ
う」に，前学年に学んだこ
とや，当該学年で身に付け
たい内容を示している。付
録には，学習で身に付けた
内容を領域ごとに整理した
『「たいせつ」なまとめ』
を設けている。

・遊びや自然から想像した
絵を巻頭に用いている。
（1年上巻頭P.13）

・各学年に，命や友だち，
生き方をテーマにした内容
の作品を位置付けている。
平和に関する内容を3年生
以上で系統的に取り上げて
いる。（5年P.105）

・「点字と手話」では，実
際に点字体験ができるよう
紙面を工夫している。（5
年P.251）

・「本はともだち」では，
「お気に入りの本をしょう
かいしよう」（2年上
P.92）や「はじめて知った
ことを知らせよう」（3年
上P.100），「作家で広げ
るわたしたちの読書」（5
年P.82）など，各学年で本
との関わり方について具体
例を提示している。

・メモの取り方や資料の読
み取り方など，情報の扱い
方について，学年ごとに系
統的に配列している。（2
年上P.78，5年P.148）

・「情報」教材と「書くこ
と」の単元を効果的に配列
している。 （5年P.148‐
153

光村



観点１
基礎・基本の定着

観点２
主体的に学習に取り組む

工夫

観点３
内容の構成・配列・分量

観点４
内容の表現･表記

観点５
言語活動の充実

○教科の基礎的・基本的な内容を確実に定着さ
せるための指導内容の工夫

○問題解決的な学習,体験的な学習などを取り
入れるなど,児童の主体的な学びを引き出す指
導方法の工夫

○伝統や文化についての教育の充実に関する内
容の構成・配列・分量
○教科横断的な学習の充実に関する内容の構
成・配列・分量

○有効なさし絵・地図・図表などの資料等
○児童にとって親しみやすい表現・表記

○教科の特質に応じて,思考力・判断力・表現
力育成に資する言語活動の工夫

・正しい姿勢や始筆・送
筆・終筆，点画から点画へ
の筆の動きが擬態語や擬音
語で示してある。

・正しく整った文字を書く
ための原理・原則を「書写
のかぎ」と名付け，1年間
の学習のスタートとゴール
を示している。（各学年巻
頭折り込み）

・「文字のいずみ」という
コーナーを設け，伝統的な
文化に関する事柄，文字や
文字文化・書写に関する事
柄を学年に応じて取り上げ
ている。（3年P.57　6年
P.38-39）

・毛筆においては，2色の
淡墨を使った運筆図により
筆順を示している。

・「生活に広げよう」「学
びを生かそう」「資料」に
おいて，国語科や他教科
等，日常生活との関連を
図った言語活動を設定して
いる。

・書く姿勢や用具の扱い
方・後始末の仕方につい
て，実物の写真や図等を用
い説明している。

・「見つけよう」「確かめ
よう」「生かそう」「ふり
返って話そう」「生活に広
げよう」という学習パター
ンを示している。

・教科等との関連につい
て，記号と関連教科名を用
いて示している。（6年
P.26）

・教科書の規格が横に広
く，写真や手本の文字が大
きい。（21cm×25.7cm）

・各学年の巻末には，「書
写のかぎ」のコーナーがあ
り，指導すべき，基礎・基
本が明記してある。（3年
P.44-47）

・単元ごとに自己評価の観
点を示し，友だちと話し合
う活動を設けてある。

・身近な硬筆の文字から課
題を見出し，毛筆の学習で
確かめた後，同じねらいで
硬筆に生かすようにしてあ
る。（6年P.10-11）

・各見開きページの左側に
その教材で学習する内容の
項目ポイントを示してい
る。（3年以上）

・手指の動きを体感できる
ように，巻末に水書用紙を
添付している。（1・2年）

・大切なポイントについて
は，色を変えたり，記号化
したりしている。

令和２年度使用小学校教科用図書　調査研究報告書

種目　書写　　 

東書



・えんぴつや筆の持ち方や
書く姿勢，用具の扱い方・
後始末の仕方について，実
物の写真等を用い説明して
いる。

・各学年とも,「たしかめ
て　かこう」「かんがえて
かこう」「いかして　かこ
う」「ふりかえろう」とい
う，「学習の進め方」を示
している。

・「書写のふしぎ」のコー
ナーで，文字や伝統的な文
化，書写に関する事柄を学
年に応じて取り上げ，写真
や図を使って紹介してい
る。

・書く時の見方・考え方を
「書き方のカギ」として表
記している。

・学習したことを生かし
て，国語科や他教科との関
連を図ったり，「書写の資
料館」として日常生活に生
かしたりする内容を各学年
に配置している。（4年
P49-59）

・単元で学習したことを確
かめるために，「ふりかえ
ろう」のコーナーを設けて
いる。

・裏表紙に「保護者の方
へ」として単元名・学習の
内容や目標の表示がある。

・中学年は，2色の淡墨を
使った運筆図がある。（3
年P.31）（4年P.39）

・気を付けたいところや大
事なところを見つけさせる
ために，シールを用いてい
る。（1，2年生）

・全学年に「はじめの学
習」を設定し，よい姿勢，
鉛筆や筆の持ち方等を示し
ている。
また，3年生以上では，毛
筆における書く姿勢や用具
の扱い方・筆の運び方・後
始末の仕方を説明してい
る。

・3学年以上は，「見つけ
る，比べる」「書く確かめ
る」「ふり返る，伝え合
う」「広げる」という，
「学習の進め方」を示して
いる。「学習の進め方」を
示している。

・文字や文字文化・書写に
関する事柄について写真を
使い紹介している。

・2色の淡墨を使った運筆
図がある。

・「書いて伝えよう」や
「レッツ・トライ」におい
て国語科や他教科等，日常
生活との関連を図った言語
活動を設定している。

・1年間で学習したことが
確かめられるよう，全学年
に「学年のまとめ」を設定
している。

・単元ごとに自己評価の観
点を示し，評価欄を設けて
いる。

・「レッツ・トライ」にお
いて国語科や他教科等，日
常生活との関連を示してい
る。

・筆使いは,はっきりした
色使いの運筆図や2色の淡
墨を使った運筆図を簡潔な
表現で説明している。（3
年P.15）

・4年生以上には,巻頭に前
学年までの学習をふり返る
欄を設けている。

・巻末に手指の動きを体感
するための水書用紙が添付
してある。（1年）

・3学年以上で，硬筆を中
心に短歌・俳句・古典等を
取り上げている。

学図

教出



・「しょしゃ体操」とし
て，よい姿勢を維持するた
めの運動を取り上げてい
る。（1年P.2　2年P.1）

・めあてや学習活動を明記
し，比較したり，理由を考
えさせたりする学習の流れ
を示している。（4年P.8）

・2学年以上で,「もっと知
りたい」というコーナーを
設け，文字文化や書写に関
する事柄を取り上げてい
る。第6学年では文字の歴
史と社会科との関連する内
容を紹介している。（6年
P.28）

・「たいせつ」として,点
画の関係や筆運び等につい
て,キャラクターや挿絵を
使って筆の動きが擬態語や
擬音語で示し,書くリズム
やポイントを確認する構成
となっている。（3年
P.12）

・巻末には「たいせつ」の
まとめが掲載されている。

・「毛筆のきほん」や「い
つも気をつけよう」とし
て，用具の準備・片付け，
姿勢や筆の持ち方が巻頭で
確かめられるよう工夫して
いる。（3年生以上）

・目次にその学年のめあて
を示し，年間の見通しをも
たせている。（5年P.1，6
年P.1）

・「招待状の書き方」「横
書きの書き方」「英語で書
いてみよう」など,他教科
等との関連を図った学習活
動があり，目次にも示され
ている。（2年P.32）（5年
P.38）

・筆使いをとらえさせるた
めに「たしかめようシー
ル」を巻頭につけている。
（3年以上）

・「資料」として日常生活
に生かす内容がある。特
に,第6学年では「書写ブッ
ク」としてまとめている。
（6年P.19-27）

・正しい姿勢や始筆・送
筆・終筆について，擬態語
や擬音語で示している。

・単元ごとに自己評価の観
点が示され,自己評価欄が
設けられている。

・毛筆においては,2色の淡
墨を使った運筆図がある。

・点画の書き方をとらえさ
せるために巻末に「水書
シート」をつけ,取り外し
ても使用できるようにして
いる。（1年）

光村



・めあてと「できたかな」
（自己評価）の項目を設定
している。（1年P.12-13）

・主体的に学習する力を身
に付けるために，全学年で
「書写学習の進め方」を取
り上げている。

・漢字やひらがななどの文
字の歴史や表記方法，筆記
教具など，伝統的な文化に
関する教材を学年に応じて
取り上げている。

・筆使いのイメージをイラ
スト化し，説明している。
（3年P.18）

全学年で「ことばのまど」
があり，表現力を高めるた
めの工夫がある。（4年
P.34）（5年P.28）

・正しい姿勢や始筆・送
筆・終筆や文字の形につい
てイラストを用いながら説
明している。（2年P.16）

・学習の進め方として「か
んがえる」「たしかめる」
「いかす」という学習の流
れやポイントを示してい
る。（1年P.26-27）

・書写で身に付けた力を
様々な場面で活用したり，
語彙力を高めたりするため
に，「国語の広場」や「生
活と書写」のコーナーがあ
る。手紙や掲示物の書き方
を紹介するなど他教科との
関連が図れる構成となって
いる。（6年P.38-39　42）

・硬筆においては，字の
形・点画の注意点や筆順な
どが，点や矢印を用いて説
明してある。毛筆において
は,2色の淡墨を使った運筆
図がある。（2年P.16）（5
年P.8）

・3年生以上では,同じねら
いを設定した毛筆教材と硬
筆教材を続けて配列し，毛
筆で習得したことを硬筆に
生かせるようにしている。
（6年P.12-15）
・毛筆教材数，硬筆教材数
が他社に比べて多い。

・1年生・2年生では,巻末
に，画の終わりや途中の書
き方を練習するために，取
り外しができる「水書シー
ト」をつけている。

日文



観点１
基礎・基本の定着

観点２
主体的に学習に取り組む

工夫

観点３
内容の構成・配列・分量

観点４
内容の表現･表記

観点５
言語活動の充実

○教科の基礎的・基本的な内容を確実に定着
させるための指導内容の工夫

○問題解決的な学習，体験的な学習などを取
り入れるなど，児童の主体的な学びを引き出
す指導方法の工夫

○伝統や文化についての教育の充実に関する
内容の構成・配列・分量
○教科横断的な学習の充実に関する内容の構
成・配列・分量

○有効なさし絵・地図・図表などの資料等
○児童にとって親しみやすい表現・表記

○教科の特質に応じて，思考力・判断力・表
現力育成に資する言語活動の工夫

・グラフや図等の資料の脇
に資料を読み取る際に注目
すべき点について示してお
り，グラフや年表等を読み
取る際の基礎的な事項につ
いての記述がある。第3学年
（5か所），第4学年（6か
所），第5学年（9か所），
第6学年（9か所）

・大単元の導入では，見開
きページを使って写真やグ
ラフ等の複数の資料を提示
し，キャラクターが話し合
う中で学習課題が生まれる
構成となっている。

・地域の伝統や文化の単元
の中で，主として有形文化
財と伝統芸能，伝統行事を
学ぶ構成となっている。
（第4学年）

・教科書の折り込みページ
を利用して，資料をより大
きく提示し，特色をつかみ
やすくする等，資料提示を
工夫している。（第3学年は
1点，第4学年は1点，第5学
年は4点，第6学年は2点）

・単元末のまとめ方とし
て，学習内容を整理した
り，深めたりする目的で，
多様な言語活動例が示され
ている。（第3学年P.30,64
等）

・重要語句を本文脇に「こ
とば」として示し，その語
句の説明を記述している。
（第3学年P.9等）

・見開きの2ページを使用し
て，「つかむ・調べる・ま
とめる・いかす」の4過程に
分けて社会科の学習の進め
方について解説してある。
また，本文中に現在学習中
の過程が表記している。

・児童にとって身近な広島
県に関わる内容を，第5学年
に4項目（第5学年下P.70-73
等），第6学年に1項目（第6
学年歴史P.128）設定してい
る。

・見開き1ページの中で比較
しながら考えることで，変
遷や特色を掴むことのでき
る資料を示している。（第3
学年は3点，第4学年は7点，
第5学年は4点，第6学年は9
点）

・重要語句については，本
文中に太字で表記してい
る。（第5，6学年のみ）

・「せんたく」「ひろげ
る」において，単元に関連
する別事例や新しい取組等
を提示している。

・教科書下部に適宜，教科
関連マークを明示してい
る。（第3学年P.8等）

・第5学年と第6学年におい
て，教科書を分冊にして編
纂している。

・単元末のまとめのページ
には，単元に出てきた「こ
とば」を枠囲みでまとめて
示している。（第3学年P.64
等）

・見方・考え方を働かせる
段階では，特別なキャラク
ターを使用して，問いによ
り社会的事象の見方を，呼
びかけにより考え方・追究
の方向性を示している。
（第3学年P.8等）

・重要語句について，巻末
の索引の記載ページに示し
ている。（全学年）

・動画，デジタルコンテン
ツ，関連HPを活用できるよ
うにしている。また，ワー
クシート，グラフ等をダウ
ンロードして活用できるよ
うにしている。（例えば，
第5学年は18項目）

令和２年度使用小学校教科用図書　調査研究報告書
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・グラフや図等の資料の脇
に資料から読み取って考え
るまでの道筋を番号順に並
べて記述している。第3学年
（6か所），第4学年（7か
所），第5学年（12か所），
第6学年（11か所）

・大単元の導入では，見開
きページを使って写真やグ
ラフ等の複数の資料を提示
し，キャラクターが話し合
う中で学習課題が生まれる
構成となっている。（第3学
年P.4，5等）

・地域の伝統や文化の単元
の中で，主として伝統行事
と伝統芸能を学ぶ構成に
なっている。（第4学年）

・教科書の折り込みページ
を利用して，資料提示を工
夫している。（第4学年は1
点，第5学年は2点，第6学年
は2点）

・単元末のまとめ方とし
て，学習内容を整理した
り，深めたりする目的で，
多様な言語活動例を示して
いる。（第3学年P.16，38
等）

・重要語句を本文脇に
「キーワード」として示
し，その語句の解説を適宜
記述している（第3学年P.18
等）

・巻頭部分の2ページを使用
して，「つかむ・調べる・
まとめる・いかす」の4過程
に分けて社会科の学習の進
め方について解説してい
る。

・児童にとって身近な広島
県に関わる内容を，第5学年
に2項目（P.240），第6学年
に１項目(P.213)設定してい
る。

・見開き1ページの中で比較
しながら考えることのでき
る資料を示している。（第3
学年は8点，第4学年は8点，
第5学年は10点，第6学年は
15点）

・重要語句については，本
文中に太字で示している。
（第5，6学年のみ）

・「せんたく」（第3学年
P.64等），「ひろげる」
（第3学年P.48等）におい
て，単元に関連する別事例
や新しい取組等を提示して
いる。

・単元末のまとめのページ
には，単元に出てきた
「キーワード」を枠囲みで
まとめて示している。（第3
学年P.16等）

・見方・考え方を働かせる
場面では，キャラクターが
問いかけの形で思考の方向
性を示している。

・重要語句について，巻末
の索引に記載ページを示し
ている。（全学年）

・動画，関連HPを活用でき
るようにしている。また，
ワークシート，グラフ等を
ダウンロードして活用でき
るようにしている。（例え
ば，第5学年は43項目）

教育出版



・グラフや図等の資料の脇
に資料から読み取って考え
るまでの道筋を【確かめる
→見つける→考える】の3段
階で記述している。第3学年
（8か所），第4学年（6か
所），第5学年（7か所），
第6学年（4か所）

・大単元の導入では，見開
きページを使って写真やグ
ラフ等の複数の資料を提示
し，キャラクターが話し合
う中で学習課題が生まれる
構成となっている。

・地域の伝統や文化の単元
の中で，主として有形文化
財と伝統行事を学ぶ構成に
なっている。（第4学年）

・教科書の折り込みページ
を利用して，資料提示を工
夫している。（第3学年は3
点，第5学年は1点，第6学年
は3点）

・単元末のまとめとして，
話合い活動を多く取り入
れ，単元の振り返りのノー
トを各単元で例示してい
る。(第3学年P.39等）

・重要語句を本文脇に
「キーワード」として示
し，その語句の説明を記述
している。（第3学年P.16
等）

・巻頭部分の1ページを使用
して，「この教科書の使い
方」を示している。

・児童にとって身近な広島
県に関わる内容を，第3学年
に1単元（P.106-121）の，
第6学年に1項目（P.208)設
定している。

・見開き１ページの中で比
較しながら考えることので
きる資料を示している。
（第3学年は3点，第4学年は
7点，第5学年は5点，第6学
年は9点）

・重要語句については，本
文中に太字で表記してい
る。（全学年）

・「せんたく」（第3学年
P.56），「わたしたちの学
びを生かそう」（第3学年
p.88等）において，単元に
関連する別事例や，新しい
取組等を提示している。

・重要語句について，巻末
の索引に記載ページを示し
ている。（全学年）

・見方・考え方を働かせる
場面では，特別なキャラク
ターが空間，時間，関係と
いう視点を示して，思考の
方向性を示している。

・関連のある動画を活用で
きるようにしている。（例
えば第5学年6項目）

日本文教出版



観点１
基礎・基本の定着

観点２
主体的に学習に取り組む

工夫

観点３
内容の構成・配列・分量

観点４
内容の表現･表記

観点５
言語活動の充実

○教科の基礎的・基本的な内容を確実に定着さ
せるための指導内容の工夫

○問題解決的な学習，体験的な学習などを取り
入れるなど，児童の主体的な学びを引き出す指
導方法の工夫

○伝統や文化についての教育の充実に関する内
容の構成・配列・分量
○教科横断的な学習の充実に関する内容の構
成・配列・分量

○有効なさし絵・地図・図表などの資料等
○児童にとって親しみやすい表現・表記

○教科の特質に応じて，思考力・判断力・表現
力育成に資する言語活動の工夫

・高い所から眺めた町の様
子と，真上から見た様子を
比べさせることで，地図の
特徴を示している。（P.7-
12）

・都道府県の形を身近な似
ているものに見立てること
で，関心をもって地図に取
り組めるようにしている。
（P.5-6）

・東広島市が，100万分の1
の地図に記載されている。
（P.27-30）

・世界地図や日本地図にイ
ラストを入れ，国や県の特
徴を分かりやすく表記して
いる。（P.1-4）

・地図中に吹き出しを入
れ，具体的な言語活動を促
している。

・「地図の使い方」とし
て，地図記号や縮尺等，地
図帳の使い方を2ページに
まとめて示している。
（P.13-14）

・地図中に吹き出しを入れ
ている。

・東京，京都等，我が国の
政治や歴史に関係する都市
を中心部として明示してい
る。（P.35-36，P.47-48）

・地図上の1cmは実際の
10Kmの距離を表す縮尺で地
図を作成している。

・防災マップ作りについて
掲載し，自然災害に備え身
近な避難場所を考えさせよ
うとしている。（P.97-
99）

・日本の領土とその周辺の
ページにおいて，南端，北
端，東端，西端の島々の写
真と，断面図の模式図を
使って領土が理解できるよ
うにし，国土の基本統計を
掲載している。（P.15-
16）

・2次元コードを示し，地
図に関する情報を追究でき
るようにしている。
（P.96）

・日本の歴史と世界の関わ
りについて，年表や地図で
示し，日本の世界遺産を地
図にまとめている。
（P.75-80）

・地球儀の特徴，使い方，
地図との違いについて示し
ている。（P.55-56）

・日本の自然災害を地震，
津波の両面から示し，ハ
ザードマップ等自然災害に
備える記載がされている。
（P.97-99）

令和２年度使用小学校教科用図書　調査研究報告書
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・写真やイラストを使用
し，日常生活における視界
から，角度，範囲，表し方
を段階的に変化させて示し
ている。（P.7-8）

・地図マスターを各地域に
示すとともに（地図マス
ターは80か所），巻末にそ
のまとめを行うことで，地
図への関心を高めようとし
ている。（P.117）

・東広島市が，100万分の
1，50万分の1の地図に記載
されており，特に50万分の
1の地図では詳細に示され
ている。（P.37-42）

・地図上の1cmは実際の
10Kmの距離を表す縮尺で地
図を作成している。広く見
わたす地図には，長い物差
しを示し，大まかな距離が
分かるようにしている。

・世界発見として問題を入
れ，地図を活用した言語活
動例を示している。
（P.1）

・「地図のやくそく」とし
て，紙面を多くとり，イラ
ストを多く用いた説明と作
業を通して地図の見方の基
本を示している。（P.9-
13）

・世界地図ごとに「集まれ
世界の子供たち」として，
国による文化の違いを示し
ている。

・原爆による広島市の被害
状況が示されている。
（P.41）

・世界地図にイラストや外
国語を入れ，国の特徴を分
かりやすく表記している。
（P.1-4）

・地図の見方を「たからじ
まの地図」の様子から学ぶ
ことができるようにしてい
る。（P.14）

・「地図帳の使い方」とし
て，基本的な地図記号や色
の意味等について，イラス
トや写真を用いて大きく示
している。（P.15-18）

・世界地図の中に身近な話
題として出てくる地名や事
象について説明を加えてい
る。

・京都，奈良における歴史
的な主な建築物等を示して
いる。

・日本の地形や周囲の海の
深さ，国土の山の高さ等，
色分けしながら分かりやす
く表現している。（P.4-
6）

・防災マップ作りの主な手
順を明示し，身近な避難場
所を確認したり，避難方法
を考えさせようとしたりし
ている。（P.93-94）

・日本の領土とその周辺の
ページにおいて，国の範囲
を理解できるように鳥瞰的
な模式図を示し，南端，北
端，東端，西端の島々の写
真に加え，我が国固有の領
土である島々の写真を掲載
している。（P.29-30）

・都道府県の形，文字，位
置等についてのクイズを掲
載している。（P.115）

・東京，大阪，京都等，我
が国の政治や歴史に関係す
る都市を中心部として明示
している。（P.47-50，
P.61-65）

・広く見わたす地図と詳し
い地図を2種類設け，学年
に応じて使い分けることが
できるようにしている。
（P.19-28）

・地球儀の特徴，使い方，
地図との違いについて示
し，世界の陸地と海洋の面
積を地図とグラフによって
示している。（P.73-74）

・各ページに2次元コード
を示し，地図に関する情報
を追究できるようにしてい
る。

・日本の自然災害を地震，
津波の両面から示し，自然
災害の備えや防災マップ等
示している。（P.91-94）

・広く見わたす地図を記載
し，日本全体が俯瞰できる
ようにしている。（P.19-
28）

・日本の歴史と世界遺産を
年表と対比させ示してい
る。（P.101-102）

帝国



観点1
基礎・基本の定着

観点2
主体的に学習に取り組む

工夫

観点3
内容の構成・配列・分量

観点4
内容の表現･表記

観点5
言語活動の充実

○教科の基礎的・基本的な内容を確実に定着
させるための指導内容の工夫

○問題解決的な学習，体験的な学習などを取
り入れるなど，児童の主体的な学びを引き出
す指導方法の工夫

○伝統や文化についての教育の充実に関する
内容の構成・配列・分量
○教科横断的な学習の充実に関する内容の構
成・配列・分量

○有効なさし絵・地図・図表などの資料等
○児童にとって親しみやすい表現・表記

○教科の特質に応じて，思考力・判断力・表
現力育成に資する言語活動の工夫

・小数で割る筆算問題等，
全国学力・学習状況調査結
果を踏まえ，つまずきのあ
る問題を扱っている。ま
た,基になる既習の学習(整
数の割り算)とのつながり
を数学的な見方としてい
る。(5年上P.57)

･「公倍数」の学習を活用
して「新幹線の座席決め」
を課題解決する等，日常生
活へのつながりを意識した
学習が設定してある。(5年
上P.107)

・1年生は，スタートの2単
元のみを入れたA4サイズの
①とB5サイズの②の分冊と
なっている。2年生から5年
生は，上下巻の分冊，6年
生は1冊となっている。

・水槽の絵の上に直接ブ
ロックを載せて操作する空
の水槽の絵がある。操作し
た後で，ブロックが無く
なったことが分かるよう，
敷物が敷いてあるブロック
図になっている。ブロック
操作の手順を吹き出しで図
の横に示している。(1年②
P.14-15)

･ノートの作り方が，2～6
年生の上下巻に示してあ
る。問題，自分の考え，友
だちの考え，まとめ，学習
感想を書くようにしてい
る。(3年上P.4-5)

・ブロックを用いたゲーム
形式で数の合成・分解をし
ている。見つけた数を教科
書に書きこむために，解答
欄をノートと同じ大きさ・
形式で記載している。練習
問題は15問である。(1年
1P.20-21)

･巻頭に問題解決学習の進
め方について学ぶ「学びの
とびら」が板書形態にそっ
て整理してある。(5年P.2)

･「円と球」の導入で，12
人で玉入れをする時に，ど
のように並べばよいか，ど
のような線を引けばよいか
を考えさせている。(3年上
P.121)

･角度の測り方を3段階で示
し，右に0度がくるものを
例として示している。各
ページ教科書の4分の1のス
ペースを使用している。(4
年上P.60-61)

･巻頭「学びのとびら」や
抽出単元中の「今日の深い
学び」で，問題のつかみ
方，考えの書き表し方，友
だちの意見の聞き方，振り
返りの仕方などの例を示し
ている。(3年上P.2･3)(3年
上P.15-17）

・各時間のまとめ，各単元
のまとめにそれぞれ数学的
な見方・考え方をマークで
示している。6年最終単元
に6年間の学習における数
学的な見方・考え方をまと
めている。(6年P.198)

・「調査用データ」「ドッ
トプロット」「線対称・点
対称」等，巻末に体験的な
学習を促す教材が添付され
ている。(6年P.277)

･昔の長さの単位や和算を
紹介するなど，日本の伝統
文化が扱われている。(3年
上P.66・6上P.212・P.236)

･分度器の使い方を示すと
同時に，左からと右からの
角度を測るようにしてい
る。分度器を図で表示し，
左右の目盛りの色分けをし
ている。(4年上P.60)

・基礎的・基本的な内容の
定着のために，単元導入時
の振り返りや単元終了時の
復習のページがある。ま
た，各時間の練習問題に加
えて，本時に合う巻末の補
充の問題が使えるように
なっている。学年末には，
学年の復習のページがあ
る。

･「単位量あたりの大き
さ」の導入において，
「得」「こむ」という概念
を通して,2量の内の1つの
量ををもとにして比較する
ように視点を与えている。
その後3例で比較してい
る。(5年下P.29)

･「割合」で比べ方を考え
る際，基準量と比較量と割
合を2つの数直線に表現し
ている。(5年下P.68)
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･小数で割る筆算問題等，
全国学力・学習状況調査結
果を踏まえ，つまずきのあ
る問題を視覚化して扱って
いる。また,基になる既習
の学習(整数の割り算)との
つながりが表記されてい
る。(5年P.73)

･「割合」の学習を活用し
て「お得な割引券の使用」
について課題解決する等，
日常生活へのつながりを意
識した学習が設定してあ
る。(5年P.170)

･1年生から6年生まで，各
学年1冊となっている。

･直接ブロックを載せて考
えるために金魚の絵があ
る。式と答えを四角で囲
み，目立たせている。(1年
P.51-52)

･2～6年の巻頭にノートの
書き方が示してある。問
題，見通しと自分の考え，
友だちの考え，まとめ，練
習問題，振り返りを書くよ
うにしている。(3年P.8-9)

・おはじきを用いたゲーム
形式で数の合成・分解をし
ている。並んだおはじきの
絵を見て数を調べる活動を
する。(1年P.31-32)

･巻頭に問題解決学習の進
め方について学ぶ「算数学
びナビ」が整理してある。
また，話し合い活動のポイ
ントが示してある。(5年
P.6)

･「円と球」の導入で，8人
で輪投げをする時に，公平
な輪投げができる並び方
を，図で表して考えさせて
いる。(3年P.95)

･中心の合わせ方を丁寧に
扱った後に，角度のはかり
方を2段階(3文)で示し，右
に0度がくるものを例とし
て示している。各ページ教
科書の3分の1のスペースを
使用。(4年上P.50-51)

･2～6年の巻頭「算数まな
びナビ」で，問題のつかみ
方，考えの書き表し方，友
だちの意見の聞き方，振り
返りの仕方などの例が示し
てある。また，「話しなが
ら学ぼう」というコーナー
で，どんな時に何を話し合
うか明記してある。(3年上
P.6-7)

・「発見!考え方」や「ひ
らめきアイテム」などの記
号で，数学的な見方・考え
方を示している。教科書最
後のページにひらめきアイ
テムをまとめるページがあ
る。(2年P.222,241)

･「円の面積」「線対称・
点対称」等，巻末に体験的
な学習を促す教材が切り離
しやすい形で添付されてい
る。(6年P.265)

･和算の紹介等，日本の伝
統文化が扱われている。(6
年P.216)

･分度器の使い方を示すと
同時に，V字・左から・右
下の3つの角度を測るよう
にしている。分度器を写真
で表示し，左右の目盛りの
色分けをしている。(4年上
P.51)

･2～6年の抽出単元の中
に，板書と対応させなが
ら，つかむ，考える，学び
合う，まとめる，使ってみ
る，振り返るの例が示して
ある。(4年P.30-35)

・基礎的・基本的な内容の
定着のために，単元終了時
の復習のページがある。学
年末には，学年の復習の
ページがある。

･「単位量あたりの大き
さ」の導入において，「こ
む」という概念を理解させ
る上で，見た目だけでは比
較できないことを事前に押
さえる学習がある。その後
3例で比較している。(5年
上P.135)

･「割合」で比べ方を考え
る際，基準量と比較量と割
合を2つの数直線に表現し
ている。また,1より小さい
割合(倍)で導入している。
(5年P.155)

大日本



･小数で割る筆算問題等，
全国学力･学習調査結果を
踏まえ，つまずきのある問
題を丁寧に扱っている。ま
た,小数点を移動する意味
や基になる既習の学習(整
数の割り算)とのつながり
が表記されている。(5年上
P.85)

･「円」の学習を活用して
「自転車の後輪と補助輪の
関係」を考える等，日常生
活へのつながりを意識した
学習を設定している。(5年
下P.81)

･1年生から5年生は，上下
巻の分冊，6年生は，1冊の
教科書と「中学校へのかけ
橋」の2冊となっている。

･直接ブロックを載せて考
える金魚の絵がある。操作
した後で，ブロックが無く
なったことが分かるよう，
敷物が敷いてあるブロック
図になっている。ブロック
をキャラクターが引っ張る
イラストで減ることを表し
ている。(1年上P.51-52)

･ノートの書き方が「考え
るノート」として2～6年の
上巻に1ページで示され，
問題，自分の考え，友だち
の考えを書くようにしてい
る。(3年，上P.17)また，
下巻には，「まとめるノー
ト」として見開き1ページ
でノート作りができるよう
に発展的に扱っている。(3
年下P.32-33)

･ボールを箱に入れるゲー
ムで数の合成･分解をして
いる。ボールが箱に分かれ
て入っている絵を見て数を
調べる活動をする。練習問
題は3問である。(1年上
P.24-25)

･巻頭に，問題解決学習の
進め方について，主体的な
学び･対話的な学び･深い学
びの3つの視点で学び方が
整理してある。(5年上P.8)

･「円と球」の導入で，玉
入れゲームをする時に，か
ごからの距離がみんな同じ
になるには，どんな並び方
をすればよいか，図におは
じきやブロックを置いて考
えさせている。(3年下
P.21)

･角度の測り方を3段階で示
し，右に0度がくるものを
例として示している。教科
書の3分の1のスペースを使
用している。(4年上P.63)

･巻頭「3つの学び方」で，
友だちとともに学び合う
「対話的な学び」について
例が示してある。(3年上
P.8-9)(4年上P.8-9)

･「考え方モンスター」の
キャラクターが身に付けさ
せたい数学的な見方･考え
方を吹き出しで示してい
る。2年生以上の教科書の
最初に，これまでに見付け
た内容をまとめたページが
ある。(6年P5-6)

･「円の面積」「線対称･点
対称」等，巻末に体験的な
学習を促す教材がより切り
離しやすい形で添付されて
いる。(6年P.245)

･そろばんを伝統文化の視
点でとらえて紹介してい
る。(3年下P.128)

･分度器の使い方を示す
に，V字と同時に右からの
角度を測るようにしてい
る。分度器を図で表示し，
左右の目盛りを1色で表し
ている。(4年上P.63)

･全学年の単元全てに，知
りたいな（解決したい
な），表したいな，考えた
いな，確かめたいな，広げ
たいな等，今どの活動をし
ているのかが明記されてい
る。

･基礎的・基本的な内容の
定着のために，単元終了時
の復習のページがある。ま
た，各時間の練習問題に加
えて，本時に合う巻末の補
充の問題が使えるように
なっている。学年末には，
学年の復習のページがあ
る。

･「単位量あたりの大き
さ」の導入において，「こ
む」という概念を理解させ
る上で，2つの量がどちら
とも異なる場面では比較で
きないことを事前におさえ
る学習がある。その後3例
で比較している。(5年上
P.51)

･「割合」で比べ方を考え
る際，基準量と比較量と割
合を数直線とテープ図に表
現している。また,1より小
さい割合(倍)で導入してい
る。(5年下P.33)

学図



･小数で割る筆算問題等，
全国学力･学習状況調査結
果を踏まえ，つまずきのあ
る問題を丁寧に扱ってい
る。また,小数点を移動す
る意味や基になる既習の学
習(整数の割り算)とのつな
がりが表記されている。(5
年P.85)

･「割合」の学習を活用し
て「お得な買い物」につい
て課題解決する等，日常生
活へのつながりを意識した
学習が設定してある。(5年
P.181)

･1年生と5･6年生は1冊，2
年生から5年生は，上下巻
の分冊となっている。

･金魚の絵とキャラクター
とブロック図を横に並べ，
対応させている。ブロック
操作の手順を吹き出しで入
れ，キャラクターのセリフ
で示している。(1年P.58)

･ノートの書き方が2～6年
に示してある。問題，自分
の疑問，自分の考え，友だ
ちの考え，まとめ，なるほ
どと思ったこと，たしかめ
問題，感想を書くようにし
ている。(3年上P.26-27)

･おはじきをとるゲームで
数の合成･分解をしてい
る。並べたおはじきの絵に
色を塗って数を調べる活動
をする。(1年P.31-32)

･巻頭に,問題解決学習の進
め方について学ぶ箇所が整
理してある。(5年P.4)

･「円と球」の導入で，た
くさんの人が公平に玉入れ
ができる並び方を，図
(ノートに点)をかいて考え
させている。(3年上P.119)

･角度の測り方を3段階で示
し，右に0度がくるものを
例として示している。教科
書の3分の1のスペースを使
用。(4年上P.62)

･巻頭「学習の進め方」
で，問題をつかむ，自分の
考えをもつ，みんなで話し
合う，振り返るなどの例が
2～6年に示してある。ま
た，「学びを深める大切な
言葉」というコーナーで，
それぞれの場面で使ったら
よい言葉や考え方が明記し
てある。(3年上P.3-5)

･記号で基本となる数学的
な見方･考え方を示してい
る。(2年上P.17)

･「円の面積」等，巻末に
体験的な学習を促す教材が
切り離しやすい形で添付さ
れている。(6年P.273)

･昔の長さの単位や和算の
紹介をするなど，日本の伝
統文化が扱われている。(3
年上P.77)(6年P.226)

･分度器の目盛りの読み方
を重視した後に，書き方に
ついて扱い，左からと右か
ら(いずれも分度器の目盛
付き)の2つの角度を測るよ
うにしている。分度器を図
で表示し，左右の目盛りを
1色で表している。(4年上
P.63)

･2～6年巻頭に「算数がす
きになるはじめの一歩」
で，問題をつかむ，自分の
考えをもつ，みんなで話し
合う，振り返る，広げて考
えるの授業の流れを，イラ
ストと吹き出しを使って明
記している。(3年上P7-9)

･基礎的・基本的な内容の
定着のために，単元終了時
の復習のページがある。ま
た，各時間の練習問題に加
えて，本時に合う巻末の補
充の問題が使えるように
なっている。学年末には，
学年の復習のページがあ
る。

･「単位量あたりの大き
さ」の導入において，「こ
む」という概念を理解させ
る上で，2つの量がどちら
とも異なる場面では,比較
できないことを事前におさ
える学習がある。その後3
例で比較している。(5年
P.139)

･「割合」で比べ方を考え
る際，基準量と比較量と割
合を1つの数直線に表現し
ている。また，単元の導入
段階では，テープ図を組み
合わせた図となっている。
1より小さい割合(倍)で導
入している。(5年P.170)

教出



･小数で割る筆算問題等，
全国学力･学習状況調査結
果を踏まえ，つまずきのあ
る問題を丁寧に扱ってい
る。異なる2例を示して説
明がある。(5年P.59)

･「(歩幅の)平均」の学習
を活用して身の回りの様々
な距離を実際に調べる等，
日常生活へのつながりを意
識した学習が促してある。
(5年P.157)

･1年生と5･6年生は1冊，2
年生から4年生は，上下巻
の分冊となっている。

･絵の上に直接ブロックを
乗せて操作して考える問題
が3種類ある。ブロック
図，言葉，式，答えを1つ
の枠で囲んで関連を強調し
ている。(1年上.50-52)

･2～6年上の巻頭にノート
の書き方が示してある。問
題，学習のめあて，自分の
考え，友だちの考え，練習
問題，振り返りを書くよう
にしている。(3年上P.8-9)

･いすとりゲームの結果を
用いて，数の合成･分解を
している。並べた帽子の絵
に色を塗って数を調べる活
動をする。(1年P.22-23)

･巻頭に,問題解決学習の進
め方について学ぶ箇所が板
書にそって整理してある。
また,次ページ「わくわく
算数学習」には，一つの授
業例の流れに沿って問題解
決学習の方法を具体的に説
明している。
(5年P.4-7)

･「円と球」の導入で，ま
るい形の色々なかき方を考
えさせている。(3年下P.4)

･角度のはかり方を3段階で
示し，右に0度がくるもの
を例として示している。左
ページは教科書の約3分の1
のスペースを使用してい
る。(4年上P.14-15)

･2～6年上の巻頭に「学習
の進め方」で，どんな問題
かな，自分で考えよう，み
んなで話しあおう，たしか
めようふりかえろうの例が
示してある。また，「たい
せつなことば」というコー
ナーで，それぞれの場面で
使ったらよい言葉や考え方
が明記してある。(3年上
P.4-5)

･各単元の終わりに「ふり
かえろう」のページを設
け，今後も使っていきたい
考え方を示している。

･「円の面積」「線対称･点
対称」「拡大図･縮図」
「プログラムの仕組み」
等，巻末に体験的な学習を
促す教材が切り離しやすい
形で添付されている。(6年
P.293)

･そろばんを伝統文化の視
点でとらえて紹介してい
る。(3年上P.100)

･分度器の使い方を示すと
同時に，右からとV字の角
度を比較するようにしてい
る。分度器を図で表示し，
左右の目盛りを1色で表し
ている。(4年上P.15)

･2～6年上の巻巻の「わく
わく算数学習」では，詳し
い学習場面を設定し，イラ
ストと吹き出しを使って友
達の多様な発言内容を掲載
し，学習の進め方を示して
いる。(3年上P.6-7)

･基礎的・基本的な内容の
定着のために，単元前の準
備･単元終了時まとめの
ページがある。また，各時
間の練習問題に加えて，本
時に合う巻末の補充の問題
が使えるようになってい
る。学年末には，学年の復
習のページがある。

･「単位量あたりの大き
さ」の導入において，特設
的な事前学習はなく,「こ
む」という概念を理解させ
る上で，一つの条件を揃え
れば比較できる事を事前に
おさえる学習がある。その
後4例で比較している。(5
年P.159)

･「割合」で比べ方を考え
る際，単元の導入段階で
は，基準量と比較量を2つ
のテープ図に，割合を数直
線に表現している。その
後，基準量，比較量，割合
を一つの線分図にまとめて
いる。1より大きい割合
(倍)と小さい割合の両方で
導入している。(5年P.173)

啓林館



･小数で割る筆算問題等，
全国学力･学習状況調査結
果を踏まえ，つまずきのあ
る問題を扱っている。(5年
上P.78)

･「速さ」の学習後の「身
の回りの速さ調べ」等，学
習したことを活用しての調
査活動や自己テーマを設定
しての課題解決学習を促す
学習があり，日常生活への
つながりを意識している。
(5年下P.29)

･1年生から5年生は，上下
巻の分冊，6年生は，1冊と
なっている。

･水槽の絵の上に直接ブ
ロックを載せて操作する空
の水槽の絵がある。操作の
仕方を吹き出しでブロック
図の横に入れている。(1年
上P.55-56)

･2～6年の上下巻に，ノー
トの書きが示してある。問
題，めあて，見通し，自分
の考え，友だちの考え，ま
とめ，振り返りを書くよう
にしている。(3年上P.4-･
5)

･グループ作りゲームの結
果を用いて，数の合成･分
解をしている。並べたゼッ
ケンの絵に色を塗って数を
調べる活動をする。(1年上
P.33-34)

･巻頭に,問題解決学習の進
め方について学ぶ箇所があ
る。また,巻末に「学び方
ガイド」を厚手の用紙で添
付され，年間を通して継続
的に使用できるようにして
いる。(5年上P.2)

･「円と球」の導入で，点
アから5㎝のところに点を
たくさんかいてどんな形に
なるのかを考えさせてい
る。(3年上P.121)

･角度のはかり方を3段階で
示し，右に0度がくるもの
を例として示している。教
科書の3分の1のスペースを
使用。(4年上P.63)

･2～6年の上巻末に「学び
方ガイド」で，どんな問題
かな，考えよう，学び合お
う，ふりかえろうの流れが
示してあり，それぞれの場
面で何をするかということ
も示してある。(3年上最終
頁)

･マークで数学的な見方･考
え方につながる，考え方の
ヒントを示している。2年
以上の上巻末には，学年に
応じた「算数で使いたい言
葉･考え方」を付けてい
る。

･「線対称･点対称」等，巻
末に体験的な学習を促す教
材が添付されている。(6年
P.281)

･昔の長さの単位の紹介
等，日本の伝統文化が扱わ
れている。(3年上P.90)

･分度器の使い方を示すと
同時に，左からと右から測
る角度を比較するようにし
ている。分度器を図で表示
し，左右の目盛りの色分け
をしている。(4年上P.62)

･2～6年の上下巻の抽出単
元の中に，「自分でみんな
で」という視点が示され，
板書と対応させながら，ど
んな問題かな，考えよう，
学び合おう，振り返ろうの
例が示してある。(3年上
P.20-23)

･基礎的基本的な内容の定
着のために，単元導入時の
振り返り･単元終了時のま
とめのページがある。巻末
に補充の問題がある。学年
末には，学年の復習のペー
ジがある。

･「単位量あたりの大き
さ」の導入において，事前
学習と本時の学習を同じ状
況場面で扱っている。その
後，比較対象を2例に絞っ
て課題提示している。(5年
下P.17)

･「割合」で比べ方を考え
る際，単元の導入段階で
は，基準量と比較量を2つ
のテープ図に,割合を数直
線に表現している。その
後，2つの数直線にまとめ
ている。1より小さい割合
(倍)で導入している。(5年
下P.44)

日文



観点１
基礎・基本の定着

観点２
主体的に学習に取り組む

工夫

観点３
内容の構成・配列・分量

観点４
内容の表現･表記

観点５
言語活動の充実

○教科の基礎的・基本的な内容を確実に定着
させるための指導内容の工夫

○問題解決的な学習，体験的な学習などを取
り入れるなど，児童の主体的な学びを引き出
す指導方法の工夫

○伝統や文化についての教育の充実に関する
内容の構成・配列・分量
○教科横断的な学習の充実に関する内容の構
成・配列・分量

○有効なさし絵・地図・図表などの資料等
○児童にとって親しみやすい表現・表記

○教科の特質に応じて，思考力・判断力・表
現力育成に資する言語活動の工夫

・全学年の巻末に『理科の
調べ方を身につけよう』の
コーナーがあり，ノートの
書き方や話合いの仕方，実
験・観察の仕方等の説明が
ある。

・巻頭にある『理科の学び
方』で，「問題」から「振
り返る」までのプロセスが
示している。

・巻末に『算数科で学んだ
ことを活用しよう』があ
り，グラフの書き方や活用
の仕方を記載している。

・全学年に黒いクマのキャ
ラクターが『理科のミカ
タ』で注目する事柄を示し
ている。

・単元末に，『たしかめよ
う』『考えよう』『ふり返
ろう』で考えを発表した
り，説明したりするように
設けている。(3年P.105，4
年P.152-153)

・安全に実験や観察を行う
ポイントを「きけん」とい
う見出しで書いている。
（5年P.137）

・単元の導入時に，課題づ
くりの場面における対話の
具体例（日常生活から興味
をもつような流れ）を示し
ている。(4年P.42  3年
P.96)

・Ｗｅｂサイトソフトを活
用して，プログラミング体
験をすることができる。
（6年P.160）

・写真は，変化が視覚的に
捉えられるようコマ数が多
く，半ページのものが2P付
してある。(3年P.27-31)

・「学びを生かして深めよ
う」や単元末の「たしかめ
よう」の中の「考えよう」
で，説明させる活動を位置
づけている。（5年P.46
P.47）

・画像，動画，資料やシ
ミュレーションなどのコン
テンツを用いて，実験器具
の操作等基礎的・基本的な
技能を紹介している。

・「理科のひろば」で，日
常生活との関連付けを図っ
ている。（5年P.115）

・「発芽と成長」，「物の
とけ方」と「ふりこ」でグ
ループごとの結果をクラス
全体でグラフに表し，他の
グループの結果も合わせて
考えさせている。（5年
P.26,  P.108, P.158）

・6年において，単元末
「考えよう」において，活
用に関する問題の4つの枠
組み「適用」「分析」「構
想」「改善」に沿った問題
を掲載し，考えを説明する
場面を設定している。

・分からなかったときに振
り返るページが掲載されて
いる。「たしかめよう（6
年P.28-29）」

・問題解決後には，児童に
学んだことを生かして日常
生活の事象などについて考
え，説明させる場面があ
る。
「学びを生かして深めよう
（6年P.156）」

・「理科の見方」を「理科
のミカタ」としてキャラク
ターと共に示し，「理科の
考え方」を下線を引いて強
調している。（6年P.23）

・単元導入と単元末に同じ
問いかけを掲載してある。
「考察しよう（6年
P.149,P.165）」

令和２年度使用小学校教科用図書　調査研究報告書
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東書



・巻末『わたしたちの理科
室』で実験器具の扱い方が
掲載している。(4年P.208-
215)

・問題解決の過程を7つの
項目で分け，問題部分を大
きな文字で示している。
（4年P.102-104）

・「サイエンスワールド」
では中学校で学ぶことと題
して発展的な内容が掲載し
てある。（4年P.97）

・具体的にノートの記録例
を掲載している。（4年
P.60）

・児童の話し合いの例が
「予想しよう」「計画を立
てよう」の場面で吹き出し
にして明記している。（4
年.P50）

・巻末にチャレンジ問題や
『○年生になったら』とい
う次学年で学ぶ主な事柄が
紹介している。
（5年P188-189，P.190）

・単元初めの写真がダイナ
ミックである。その写真を
活用して問題を見つけるた
めのふきだしの工夫があ
る。（4年P.80）

・センサーを使ったプログ
ラミングの活動を紹介する
ことで，プログラミングの
活動が体験することができ
る。（6年P.176）

・結果の整理や学習の定着
を確認する一助として巻末
に「たのシール」が付いて
いる。(3年)

・児童の考えを「考えよ
う」で吹き出しにして明記
している。（3年P.158）

・単元末に「たしかめよ
う」「学んだことを生かそ
う」があり，学びのふり返
りができる。(3年P.144)

・5年において，問題解決
のステップを5から6つの項
目でまとめている。

・「ふりこ」でグループご
との結果をクラス全体でグ
ラフに表しているイラスト
がある。（5年P.134）

・5，6年において，単元末
「学んだことを生かそう」
において，学んだ知識と身
近な生活との関わりを考
え，説明する問題を取り上
げている。

・安全に実験や観察を行う
ポイントを「注意」という
見出しで書いている。（5
年P.149）

・問題解決後には，学んだ
ことを生かして日常生活の
事象などについて別の視点
から知る「りかのたまてば
こ」がある。（5年P.32，6
年P.175）」

・動画やリンク集を用い
て，実験器具の操作実験器
具の操作等基礎的・基本的
な技能を紹介している。

・結果をもとに考察をする
ことを促す問いかけを掲載
している。（6年P.160）

大日本



・単元内や巻末に，観察の
仕方や実験器具の扱い方等
がある。（4年
P.130,P.190-201）

・4年において，単元に入
る前に，「調べていこう」
というコーナーで学習の大
まかな流れが記載されてい
る。

・「結果」「結果から考え
よう」「結論」までを詳細
に書いている。更に，『学
びを広げよう』で，発展的
な考え方を扱う部分があ
る。

・自然（季節の移り変わ
り）に関する写真は，並列
的に掲載している。（4年
P.68‐69）

・4年において，単元の学
習課題を設定する前に，問
題を見つけようという話し
合い活動があり，その中に
吹き出しも示されている。

・単元末に「まとめてみよ
う」のコーナーと「できる
ようになった」コーナーが
ある。

・実験から結果，わかった
ことまでが見開きにあり，
実験する前から結論が分か
る。(3年P.108-109)

・プログラミングコンテン
ツを活用して，コンピュー
タやタブレットでプログラ
ミングを体験することがで
きる。（6年P.194）

・「結果」や「結果から考
える」は次の問題等を詳し
く書いている。(3年P.98-
99)

・「できるようになった」
で，児童の話し合いが吹き
出しで書いてある。(3年
P.103)

・安全に実験や観察を行う
ポイントを「注意」という
見出しで書いている。（5
年P.125）

・「資料」で，日常生活と
の関連付けを図っている。
（5年P.34）

・「発芽と成長」でグルー
プごとの結果をクラス全体
で表に表し，ほかのグルー
プの結果も合わせて考えさ
せている。（5年P.24）
「電磁石」と「ふりこ」で
も，同様に結果をグラフに
表している。（5年
P.13,P.132）

・単元末の「まとめてみよ
う」の「活用」問題で，説
明させる活動を位置付けて
いる。（5年P.77）

・画像，動画，資料などの
コンテンツを用いて，実験
器具の操作等基礎的・基本
的な技能を紹介している。

・問題解決後には，学んだ
ことを生かして日常生活の
事象などについて関連付け
て考える場面がある。
（6年P.167）

・巻頭「○年生で学ぶこ
と」では，理科における
「見方」を領域ごとに示し
ている。（6年P.2）

・6年において，単元末
「できるようになった」に
おいて，単元冒頭で示した
「資質・能力マーク」に対
応する形で学んだ内容を説
明する場面を設定してい
る。

・単元導入と単元末に同じ
問いかけを掲載している。
「考察（6年P.90）」

学図



・教科書の裏表紙に『理科
の安全の手引き』が掲載し
ている。

・単元に入る動機付けの部
分が，生活に密着したもの
である。（4年P.156）

・「結果」「結果から考え
よう」「結論」までが詳細
に書いてある。更に，『学
びを広げよう』で，発展的
な考え方を扱う部分があ
る。(3年P.170-171)

・学習の導入場面の写真が
生活場面に即している。

・『学びを広げよう』で，
理由を説明させる箇所があ
る。(6年.P113)

・単元の中で，実験器具の
扱い方や操作方法等を掲載
している。(5年P158-159)

・問題の前に「見つけよ
う」コーナーで問題の予想
（見通し）を行うように掲
載している。（6年P.88)

・巻末に「つくってあそぼ
う」コーナーがある。(3年
P.190-195)

・鉄腕アトムのキャラク
ターが，学習活動の流れを
導いている。

・「関係づける言葉」とい
う吹き出しがあり，思考を
深める発言の仕方が掲載さ
れている。(3年P.178)

・巻頭に「学習の進め方」
や「ノートのとり方」を掲
載している。（3年P.10-
11)

・「資料」や「科学のま
ど」で，日常生活との関連
付けを図っている。（5年
P.144,5年P.170）

・Ｗｅｂサイトソフトのリ
ンクを紹介してプログラミ
ングを体験したり，コラム
を掲載したりしており，プ
ログラミング的思考につい
て知ることができる。（6
年P.212）

・重要な理科用語に太字と
黄色のマーカーがある。

・単元末の「たしかめ」の
中の問題で，説明させる活
動を位置付けている。（5
年P.51）

・安全に実験や観察を行う
ポイントを「きけん」とい
う見出しで書いている。
（5年P.153）

・問題解決後には，学んだ
ことを生かして日常生活の
事象などについて別の視点
から知る場面（「資料」）
がある。　（6年P.189）

・算数科で学んだことを活
用する「算数とのつなが
り」がある。(5年P.164)

・「発芽と成長」でグルー
プごとの結果をクラス全体
で表に表し，他のグループ
の結果も合わせて考えさせ
ている。（5年P.30,P.48）
「ふりこ」と「電磁石」で
も，同様に結果をグラフに
表している。（5年
P.110,P.162）

・6年において，単元末
「たしかめ」において，学
習内容を身のまわりの現象
や日常生活に当てはめて考
え，説明する場面を掲載し
ている。

・動画やリンク集を用い
て，実験器具の操作実験器
具の操作等基礎的・基本的
な技能を紹介している。

・単元導入と単元末に同じ
問いかけを掲載するととも
に，結果をもとに考察をす
ることを促す問いかけを掲
載している。「考察（6年
P.108）」

・子どもキャラクターによ
る例示で「見方」を働かせ
る姿を示したり，先生キャ
ラクターの問いかけで「考
え方」を働かせる子どもの
姿を表現したりしている。
（6年P.171,176）

・分からなかったときに振
り返るページが掲載されて
いる。（6年P.27）

教出



・巻末の「フムロウはかせ
の資料室」では，観察ノー
トの書き方や実験器具の使
い方，ものづくり広場等が
掲載してある。

・問題解決の過程を５つの
ステップで分けている。(4
年P.115-116)

・単元末に「たしかめよ
う」「活用しよう」「つな
げよう」と発展的に学習が
進むよう示してある。（4
年P.122-123）

・単元末に「ふり返ろう
まとめノート」でまとめ方
の例が大きな文字で書いて
ある。(4年P.121)

・「予想と計画」「結果か
ら考えよう」のコーナーを
中心に吹き出しで複数の児
童の考えが掲載してある。
(4年P.138-140)

・単元末に「たしかめよ
う」「活用しよう」のコー
ナーがある。(3年P.136,5
年P.94)

・単元の導入の写真がダイ
ナミックである。その中に
「思い出してみよう」の吹
き出しがあり，既習の体験
を想起させるように導いて
いる。(3年P.82-83)

・巻末に「理科につながる
算数のまど」がある。(3年
P.172-173)

・「ふりかえろう　まとめ
ノート」は，大きな文字や
図で書いてある。

・「問題をつかもう」で，
児童の話し合いの様子が吹
き出しで書いてある。(6年
P.54）

・安全に実験や観察を行う
ポイントを「注意」という
見出しで書いている。（5
年P.159）

・「理科の広場」，「つな
げよう」で，日常生活との
関連付けを図っている。
（5年P.21,5年P28-29）

・「理科の広場」が中学校
への学習の発展へとつなが
る。(3年P.132)

・「発芽と成長」，「ふり
こ」，「物のとけ方」でグ
ループごとの結果をクラス
全体で表に表し，ほかのグ
ループの結果も合わせて考
えさせている。（5年
P.14,P.124,P.142）

・単元末の「たしかめよ
う」の中の「活用しよう」
で，説明させる活動を位置
づけている。（5年P.27）

・6年において，画像，動
画，資料などのコンテンツ
を用いて，実験器具の操作
等基礎的・基本的な技能を
紹介している。

・問題解決後には，学んだ
ことを生かして日常生活の
事象などについて関連付け
て考える場面がある。
「理科の広場（6年
P.178）」

・教科書付録を活用した
り，シミュレーターを使っ
てＰＣやタブレットでプロ
グラミングを体験すること
ができる。（6年P.182）

・予想と計画のふきだしや
巻末の「○年の理科をふり
返ろう」に「見方」を示し
たり，巻末に「理科の考え
方をはたらかせよう」とし
て「考え方」について説明
している。（6年
P.198,P218-219）

・単元末「活用しよう」に
おいて，日常経験と学習内
容とを結びつけて考え，説
明することで知識・技能の
定着をはかる問題を扱って
いる。

・単元導入と単元末に同じ
問いかけや結果をもとに考
察をすることを促す問いか
けを掲載してある。「考察
しよう（6年P.156）」

啓林館



観点１
基礎・基本の定着

観点２
主体的に学習に取り組む

工夫

観点３
内容の構成・配列・分量

観点４
内容の表現･表記

観点５
言語活動の充実

○教科の基礎的・基本的な内容を確実に定着
させるための指導内容の工夫

○問題解決的な学習，体験的な学習などを取
り入れるなど，児童の主体的な学びを引き出
す指導方法の工夫

○伝統や文化についての教育の充実に関する
内容の構成・配列・分量
○教科横断的な学習の充実に関する内容の構
成・配列・分量

○有効なさし絵・地図・図表などの資料等
○児童にとって親しみやすい表現・表記

○教科の特質に応じて，思考力・判断力・表
現力育成に資する言語活動の工夫

・対象と十分に関わりあう
時間を確保できるよう，身
近で取り組みやすい学習活
動や学習材を重点的に取り
上げている。

・単元導入のページで児童
の写真を使用し，学習内容
に興味・関心を高めてい
る。

・写真や絵を活用して，昔
から伝わる伝承遊びや，草
花遊び，伝統行事，節気や
節句の行事などを，単元の
流れや季節に合わせて示し
ている。

・学習活動に即して活用す
る「ずかん」や，習慣や技
能，学び方を身に付けるた
めの「かつどうべんりて
ちょう」，好奇心を刺激す
る特設ページ，そのまま取
り外せる原寸大の動植物図
鑑「ポケットずかん」を掲
載している。

・思いや願いを実現してい
く学習の過程で，児童が思
考・判断・表現をしている
姿を，挿絵や吹き出し，表
現作品などで示している。
（下巻P.87）

・身近な人々，社会及び自
然を自分との関わりで捉え
られるよう，児童が身近な
人々，社会及び自然と関わ
る姿を，写真や挿絵で多様
に示している。

・気付きを確かなものとし
たり，気付いたことを関連
付けたりする表現活動や交
流活動の中での主体的・対
話的で深い学びの姿を「学
びをふかめる」などに示し
ている。（下巻P.53）

・児童の発達の段階や特性
を踏まえ，関わる対象や，
思いや願いの質，育成する
資質・能力などが，上巻と
下巻で段階的に高まるよう
に単元を構成している。

・正しい文字の形を保ちな
がら，読みやすさに配慮し
たユニバーサルデザイン
フォントを使用している。

・「みつける」「くらべ
る」「たとえる」「ため
す」「みとおす」「くふう
する」など，気付いたこと
を基に考えるための多様な
活動例を，写真や挿絵，吹
き出し，表現作品などで示
している。（下巻P.50-51）

・自分で学習や生活を振り
返る自己評価や，友達と互
いのよさを認め合う相互評
価の場面を設けている。
（下巻P.80）

・単元や年間を通して，主
体的・対話的で深い学びを
実現している姿を，上下巻
を通じて成長する挿絵の登
場人物で具体的に示してい
る。

・国語科や算数科，音楽
科，図画工作科，体育科，
道徳科，特別活動との関連
的な指導のヒントや，関連
を図った学習活動例や表現
活動例を示している。（下
巻P.53）

・児童向けの文章をすべて
文節で分かち書きし，読み
やすさに配慮している。

・生活上必要な習慣や技能
を，学習活動の展開に即し
て身に付けるためのヒント
や資料を，「やくそく」や
巻末の「かつどうべんりて
ちょう」に掲載している。
（上巻P.69,下巻P.75）

・主体的・対話的で深い学
びの視点からの授業改善を
行うための，教師の言葉か
けや環境構成，板書などの
例を，挿絵や吹き出しで示
している。（上巻P.36）

・単元や年間を通して，主
体的・対話的で深い学びを
実現して成長していく登場
人物がいる。

・ワークシートの書き方
や，「みつける」「くらべ
る」「たとえる」などの多
様な観察をしたワークシー
トの例を「かんさつずか
ん」で示している。(上巻
P.34)

令和２年度使用小学校教科用図書　調査研究報告書

種目　生活

東書



・上下巻とも，公共の施設
の人，身近な地域の人，子
供同士などいろいろな人々
とかかわっている写真を掲
載している。写真を小さく
したり枚数を少数に絞って
余白を確保し，そこに人と
の接し方や会話，挨拶の言
葉などを示したりしてい
る。

・すべての単元導入は，見
開き2ページの大写真1枚と
単元名のみの構成になって
いる。

・季節ごとに行われる地域
の行事や，日本ならではの
風物詩や遊びを掲載してい
る。
(上巻P.43,61,79,80,下巻
P.47)

・全活動において，本時の
活動やめあては，橙色の風
船マークの中に示してい
る。

・右端に「はなしかためい
じん」「ききかためいじ
ん」や発表の話型を示して
いる。（上巻P.15）

・大単元が4つの季節で構成
されており，それぞれの単
元への導入が，同じ場所で
季節が分かる見開き2ページ
の大写真になっている。小
単元の構成順も季節に沿っ
た順になっている。（上
巻）

・木，キノコ，ドングリの3
つのキャラクターが，吹き
出しで，子供たちに問いか
けている。

・他教科との関連が深い活
動には，関連を示す他教科
名を示したイラストがあ
る。（上巻P.70,下巻P.40）

・生き物単元では，写真や
イラストで動植物の名前を
示す図鑑ページを掲載した
り，植物の芽，花，種を写
真で右端縦に並べて掲載し
たりしている。（上巻
P.103）

・右端に「きらきらこと
ば」を設け，友だちと接す
るときの言葉を示したり，
「せいかつことば」を設
け，様々な言葉を紹介した
りしている。（上巻P.57)

・巻末の「がくしゅうどう
ぐばこ」に自分の安全を自
分で守るために気を付ける
ことを，場面ごとにまとめ
ている。（上巻P106-109）

・気付いてほしいことや疑
問に思ってほしいことがイ
ラストの子供たちの吹き出
しに示されており，写真よ
りイラスト表記の方が多
い。（上巻P.68-69）

・ページごとにイラストの
タッチを変えている。

・児童の発言の板書例や話
し合いの形態を示してい
る。
(上巻P.66,94,下巻P.94)

・木，キノコ，ドングリの3
つのキャラクターが，吹き
出しで，安全や衛生面につ
いての声掛けをしている。
（下巻P.77,92)

・活動後の感想や気付きを
まとめる振り返りとして，
ワークシートの例を1枚ずつ
掲載している。

・巻末「がくしゅうどうぐ
ばこ」に，しらべ方，つた
え方のスキルを示すページ
を掲載している。(下巻
P.130-133)

大日本



・「がっこうだいすき」
「がっこうたんけん」の単
元を設け，スタートカリ
キュラムを位置付けてい
る。発達段階を考慮し,イラ
ストと短文のみで構成して
いる。（上巻P.1-7）

・下巻では「まちたんけ
ん」で見付けたものを，
「あの人に会いたいな」の
単元につなぎ，深く調べる
という課題解決的な構成に
なっている。

・草花を使った遊びや昔の
遊びを掲載している。(上巻
P.46-47,66-67,80-81）

・単元全体を4つの段階に分
け「どきどき」「いきい
き」「ふむふむ」「にこに
こ」と児童の関心を高める
語句にしている。

・巻末の「まなびかたずか
ん」のページで多様な表現
方法を示し,ワンポイントア
ドバイスで具体的に表現活
動ができるように工夫して
いる。

・「ものしりノート」で，
しっかり教える場を設定し
ている。（上巻P.66-67)

・見開き左上に，めあてと
子供の言葉がある。（下巻
P.38）

・下巻「まちのきせつ」で
は,日本各地の春夏秋冬の伝
統行事を写真で掲載してい
る。

・記録カード類が児童の作
品である。教師の評価も掲
載してあり,子供の気付きを
価値付けている。

・観察カード,計画カード,
インタビューカード等につ
いて,カードごとに記入方法
の視点を示している。(上巻
P.120)

・生活のきまりや安全，公
共のマナーについてイラス
トを見ながら理解できる。
（下巻P.12-13）

・単元末には，単元で学習
したことを基に解決し，ま
とめる内容を構成してい
る。（下巻P.24）

・上下巻とも「探検」「栽
培」「遊び」「飼育」「成
長」の構成になっている。

・写真とイラストで活動の
流れを示している。

・ユニバーサルデザインに
配慮した色遣い，,記号や
マークをシンプルにしてい
る。

・4人のキャラクターのつぶ
やきから，生活科の見方・
考え方を生かせるようにし
ている。（下巻P.53）

・具体的な活動や体験を通
して，課題解決できるよう
に促している。

・本文の見出し，カードの
位置をそろえている。

・単元導入では，児童の意
欲を高めるために，児童が
楽しく活動している写真を
見開き2ページに掲載して
る。

・自分の成長に気付くよう
に,振り返りを充実させてい
る。（下巻P.68-69)

・巻末の「まなびかたずか
ん」では，生活上必要な習
慣や技能が身に付くように
工夫している。

・公共の図書館の活用を取
り上げ，主体的に調べ学習
ができるようにしている。
（下巻P.26-27）

・理科との関連単元(上巻3
単元　下巻3単元）
・社会科との関連単元(上巻
1単元　下巻2単元）

・上巻では対話を,下巻では
人・本・インターネット等
の多様な情報源を重視して
いる。（上巻P.45,下巻
P.61）

・友だちとの対話から分析
的に考える力や創造的に考
える力の基礎を養う構成に
している。（下巻P.84-85）

・国語科,算数,図工,音楽
等,他教科との関連や接続を
図っている。(上巻P.33,下
巻P.65)

学図



・上巻は子ども同士のかか
わりを中心に写真を掲載し
ており，下巻から地域の
人，公共の施設の人々と関
わる様子を写真で掲載して
いる。余白がないほどの写
真数である。

・すべての単元導入は，
きっかけとなる子供の言葉
と先生からの問いかけで始
まっている。（下巻P.24）

・季節ごとに行われる地域
の行事や，日本ならではの
風物詩や遊びを掲載してい
る。（上巻P.61,103,下巻
P.4,58,82,102)

・左上部に本時の活動を桃
色で示し，カラフル下線の
横に資質・能力を示すサイ
コロを掲載し，その下に本
時のめあてを示しており，
全ページにおいて構成を統
一している。

・右端コラム「できるか
な」の欄で，人と関わる際
の言葉を示している。（下
巻P.65）

・単元構成の順は季節順で
はなく，栽培，生き物，家
族等のテーマ毎にまとまっ
た構成になっている。

・見開き2ページが1つの学
習内容になっており，左上
部のめあてや課題ととも
に，その横に身に付けたい6
つの資質・能力をサイコロ
で表示している。（下巻
P.26）

・巻末「まなびのポケッ
ト」には，関連する他教科
名を示している。（下巻
P.121）

・植物単元では，植物の
種，芽，つぼみ，花，種を
写真で見開き下部に並べて
掲載している。（上巻P.34-
39）

・巻末の「学びのポケッ
ト」に自分の安全を自分で
守るために気を付けること
や，道具の使い方を，場面
ごとにまとめている。

・？のキャラクターマーク
が，場面ごとに考えてほし
い具体的な問いかけをして
いる。（上巻P.41）

・右端のコラム「はって
ん」で，理科や社会科への
つながりを示している。
（下巻P.87）

・イラストで登場する25人
程度の子供たちが活動ごと
に全員登場し，イラストの
タッチも統一されている。

・児童の発言の板書例や話
し合いの形態を示してい
る。
(上巻P.87,99,120,下巻
P.8,38,62,72,106)

・見開き右ページ，右端に
コラム欄を設け，「やくそ
く」「できるかな」で，安
全，衛生，マナー，ルール
について注意を喚起してい
る。また，外での学習の際
には，コラム欄の横に「て
あらいうがい」マークを記
載している。（上巻P.75）

・単元ごとに振り返りペー
ジ「なにをかんじたかな」
を設定し，板書や制作物，
ワークシート，具体的な子
供の言葉等の表現活動を例
示している。

・単元構成の順は季節順で
はなく，栽培，生き物，家
族等のテーマ毎にまとまっ
た構成になっている。

・黒いキャラクター「いぐ
ら」が随所に登場し，疑問
をつぶやいている。（上巻
P.38）

・巻末「まなびのポケッ
ト」に，見たり考えたりす
る時の表現，記録の仕方，
伝え合いの仕方，調べ方，
まとめ方などのスキルを示
すページを掲載している。
(上巻P.128-131,下巻P.118-
127)

・振り返りページに自己評
価として，「まんぞくはし
ご」や書き込み欄を設けて
いる。（上巻P.69）

教出



・「あたらしいいちねんせ
い」で幼稚園教育指導要領
に示された幼児期の10の姿
を踏まえたスタートカリ
キュラムを構成している。
（上巻P.4-11）

・体験活動,表現活動を繰り
返す構成にして,学び方を具
体的に示している。（下巻
P.64,86）

・季節に沿った単元構成に
なっている。

・イメージがわくようにイ
ラストが具体的である。

・ユニバーサルデザインを
配慮した色遣い文字の大き
さ,書体である。

・巻末の「ひろがるせいか
つじてん」では,防災・安
全,生活上必要な習慣を掲載
している。（上巻P.138-
139,下巻P.98-99）

・巻末に自己評価に活用で
きるシールを付け,自分の学
びを振り返ることができ
る。

・日本各地の祭りを写真で
紹介している。(上巻P.60)

・児童に期待や意欲を抱か
せるような児童作家　工藤
直子さんの詩を巻頭と巻末
に掲載している。

・巻末の「ひろがるせいか
つじてん」のページで,体験
方法と表現活動を9例ずつ掲
載している。

・画面構成を統一している
ので,比較して考えることが
できる。(上巻P.46-47,100-
101)

・課題設定,情報収集,まと
めるといった課題解決学習
のスタイルを設定してい
る。(下巻P.90-91)

・ウエブサイトでは47都道
府県の四季の伝統行事を紹
介している。（下巻P.112-
122）

・観音開きで四季の自然の
変化を同時に比べられる。
(上巻P.107-110)

・〇〇に（どこに）そのま
ま使用できる記録カードを
例示している。

・導入を大切にし,自分との
関りを考えるタイトルにし
ている。

・学び方が分かるように,
ホップ(見つける)・ステッ
プ(活動)・ジャンプ(深め
る)で構成している。（下巻
P.64,86）

・理科との関連単元(上巻5
単元,下巻3単元）
・社会科との関連単元(上巻
1単元,下巻2単元)

・イラストや絵が多い。 ・表現活動の場面では,児童
が効果的な表現方法を選択
できるよう多様な表現活動
を例示している。（下巻
P.74-75）

・活動して終わりではなく,
全単元とも学びを交流する
時間を設定している。（上
巻P.84-85,下巻P.72-73）

・日常生活の想起から,児童
が目標をもって学習に取り
組めるようになっている。
（下巻P.36-41）

・国語科,図工,算数,音楽等
他教科との合科の例を掲載
している。(上巻P.69　下巻
P.90,91)

・思考力を育むために「ど
うすればコーナー」で,児童
自らが考えられるようにし
ている。（上巻P.36）

光村



・見る，聞く，触れる，作
る，探す，育てる，遊ぶな
どして対象に直接働きかけ
る学習活動を豊富に紹介し
ている。

・単元導入を「わくわくの
扉」と「わくわくボック
ス」の4ページで構成し，
「～したい」という思いや
願いを高めることで，児童
自身が学びの見通しをもて
るように構成している。
（上巻P.20-23）

・日本の文化や季節の変化
のすばらしさを感じられる
よう，季節の行事や歌を例
示している。また，伝承遊
びに触れられるよう，写真
で例示している。また,動画
を閲覧できるようQRコード
を付けている。（下巻
P.56）

・学習活動に即して活用す
る「がくしゅうずかん」を
掲載している。

・国語科や書写で学習した
ことを生かした，作文・新
聞・招待状・説明文・パン
フレット・ポスター・俳句
などの多様な表現物を記載
している。（下巻P.90-91）

・身近な人々，社会及び自
然を自分との関わりで捉
え，よりよい生活に向けて
思いや願いを実現していこ
うとする児童の姿を，写真
や挿絵で多様に示してい
る。

・直接体験を通した児童の
発見や感動を，写真・イラ
スト・カード・本文・キャ
ラクターの台詞で表現し，
気付きに目が向くように配
慮している。（上巻P.26-
27）

・上巻は主として学校を，
下巻は主として地域を活動
の場とし，学習指導要領の
９つの内容を児童の発達段
階を考慮して配列してい
る。

・本文などの基本的な文字
のフォントは，ＵＤフォン
トを採用し，誰もが見やす
く，読み間違えが少ないよ
う配慮している。

・相手のことを想像して，
伝えたいことや伝え方を自
己決定できるように，巻末
資料の「がくしゅうずか
ん」に，まとめ方や伝え方
を示した資料を掲載してい
る。

・児童の作品やキャラク
ターの発言，カード類にお
いて，自分の成長や相互評
価の例が取り上げられ，評
価につながるように配慮し
ている。

・「次はこうしたい」，」
「もっとこうしたい」とい
う思いや願いが紙面右下の
「めくり言葉」に例示さ
れ，児童の活動の連続性・
広がりをサポートしてい
る。

・国語科や算数科，音楽
科，図画工作科，体育科，
道徳科などの各教科等の学
習で育成を目指す資質・能
力との関連を考慮し，他教
科との関連がある具体的な
活動には，合科的・関連的
な学習活動を示すマークを
付けている。

・児童の発達に配慮し，読
みやすくするため文章が短
く区切られている。

・児童が自己評価する際の
視点の例となるように，単
元末「ぐんぐん」紙面の
「できるかな　できたか
な？」コーナーが掲載され
ている。（上巻P.17,下巻
P.25）

・児童の思考を促したり，
学習を方向付けたり，気付
きの質を高めたりする教師
の支援の例を示している。
（下巻P.30）

・気付きのヒントや安全上
の留意点などをキャラク
ターを用いて示している。
（下巻P.47）

・巻末資料「がくしゅうず
かん」には，調べ方・記録
の仕方・話し合いの工夫・
まとめ方などが一連で示さ
れたり，用具の使い方・安
全上の注意などが示された
りして，基本的な知識及び
技能や学び方が身に付くよ
うになっている。

・ワークシートの書き方
や，発見したことを詳しく
書くための視点，言葉の例
などを示している。(下巻
P.112)

啓林館



・育成すべき三つの柱を見
開き左ページ下の同じとこ
ろに配置している。

・学び方が一目でわかるよ
うなタイトルをつけてい
る。

・スタートカリキュラムに
関連するページの角を，丸
くカットしている。

・学習の目当てを記号で示
している。

・多様な表現方法や話し合
いの場を板書を中心に例示
している。（上巻P.34,下巻
P.98）

・導入での活動の見直しと
振り返りを重視している。

・学びを実生活や実社会に
つなぐ手立てがイラストや
絵で示している。(上巻
P.57,下巻P.99)

・3年生以降の学習に生かせ
る活動を取り入れたり,ペー
ジを付けたりしている。(下
巻P.110-111)

・写真,イラスト,図,キャプ
ション,吹き出し等を用い
て,考えるための技法と関連
付けている。

・巻末の「ちえとわざのた
からばこ」で,まとめ方,イ
ンタビューの仕方,手紙の書
き方等を具体的にイラスト
でわかりやすく示してい
る。（上巻P.116-119）

・「いちねんせいになった
ら」が幼児期の終わりまで
に育ってほしい10の姿に対
応している。

・植物の成長が一目でわか
るように「たね」「は」
「つぼみ」の時の写真を見
比べることができるように
してある。(上巻
P.38,40,42,44)

・「きせつのあそびずか
ん」で昔の遊びや自然のも
のを使った遊びを掲載して
いる。（上巻P.112-113）

・ユニバーサルデザインで
児童が親しみやすいイラス
トである。

・配色や書体にユニバーサ
ルデザインを配慮してい
る。

・巻末の「ちえとわざのた
からばこ」で,自然や生活に
おいて必要な知識や技能,習
慣を掲載している。

・主体的に学習できるよう
参考になるページをページ
右上に掲載している。

・理科との関連単元(上巻5
単元　下巻2単元)
・社会科との関連単元(上巻
1単元　下巻2単元）

・季節の変化とくらしを植
物・野菜・魚・くらしの4項
目にまとめ,見開き2ページ
に掲載し,一目で分かるよう
にしている。(下巻P.126-
127)

・「はなしかた」を「はな
しかたのかきくけこ」に,
「ききかた」を「ききかた
のあいうえお」にまとめて
いる。(上巻P.128）

・「考えるわざ」のページ
で,学習方法,技能面の基礎
を習得できるように工夫し
ている。(上巻P.130）

・教科書の使い方の説明の
ページがある。(上巻P.2-3)

・国語科，音楽，図画工
作，道徳科との関連を図り
生活科と他の教科との学び
を活かしている。(上巻
P.48）

日文



観点1
基礎・基本の定着

観点２
主体的に学習に取り組む

工夫

観点３
内容の構成・配列・分量

観点４
内容の表現･表記

観点５
言語活動の充実

○教科の基礎的・基本的な内容を確実に定着
させるための指導内容の工夫

○問題解決的な学習，体験的な学習などを取
り入れるなど，児童の主体的な学びを引き出
す指導方法の工夫

○伝統や文化についての教育の充実に関する
内容の構成・配列・分量
○教科横断的な学習の充実に関する内容の構
成・配列・分量

○有効なさし絵・地図・図表などの資料等
○児童にとって親しみやすい表現・表記

○教科の特質に応じて，思考力・判断力・表
現力育成に資する言語活動の工夫

・共通教材については，目
標が示されていない。

・表紙裏のページは，低学
年は目次，高学年は音楽に
関係した世界で活躍する人
物を紹介したページとなっ
ている。

・既習曲等の音階を基にし
た学習の構成となってい
る。(4年P.22-23,P.48-49)

・透明シートを使い，かく
し絵本のように構成してい
る。(5年P.31)

・音楽づくりや鑑賞したこ
とをまとめる活動の中で，
音楽の仕組みを聴き取り，
話し合いの視点を記述する
欄がある。

・共通事項に示された「音
楽を形づくっている要素」
を共通教材以外のページの
右上に記している。(全学
年)また，「音楽を形づ
くっている要素」の気付き
を書くメモの欄がある。

・「学びに役立つ情報」と
して，ウェブコンテンツが
用意されている教材につい
て，サイトへのリンクがQR
コードで示されている。(3
年P.54-55)

・教科書の大きさは，中・
高学年は，低学年より大型
である。低学年78ページ，
高学年80ページである。

・折込を使ったワイドな紙
面で写真を示したページが
ある。(6年P.8-9)

・「音楽を表す言葉」が一
覧となって示している。
(2-6年)

・楽器の演奏法について写
真や挿絵入りで示されてい
る。(全学年)

・「まなびナビ」と題し
て，学びのプロセスを示し
ている。

・日本の音楽を1つの題材
内でまとめて扱っている。
(5年題材④)

・最後に観音開きにして，
低学年は「楽器図鑑」，
中・高学年は「音楽を形づ
くっている要素」「楽典」
「リコーダー運指表」の
ページがある。

・2年以上の導入部分に，
「スキルアップ」と題し
て，常時活動例が示されて
いる。

・英語の歌唱曲が全学年に
1曲ずつある。

・題材は，題材名も含めて
全学年同じ配列順に構成さ
れている。

・1年～3年8種類のマーク
を付し，学習内容を示して
いる。
・4年～6年9種類のマーク
を付し，学習内容を示して
いる。

・リコーダーの音域につい
て、3年は，レ～高いレま
でであり，4年は高いミま
で示している。

・楽器の奏法について，自
由な発想で楽器演奏を楽し
めるアイディアが紹介され
ている。(6年P46-47)

・鍵盤ハーモニカの導入部
分のページに8ページ，リ
コーダーの導入部分に，8
ページ割いている。

・3年までは，拍子を意識
した活動があり，4年で4分
の2拍子・3拍子・4拍子を
学習する。

令和２年度使用小学校教科用図書　調査研究報告書

種目　音楽　　

教出



・すべての題材，教材にお
いて目標が示されている。

・表紙裏のページは，低・
中学年は「1年間でこんな
学習をする」と示したペー
ジで，高学年は音楽に関係
した世界で活躍する人物を
紹介したページとなってい
る。

・題材全体の中で，表現と
鑑賞の関連を図っている。
(全学年)

・全学年最後に，「1年間
の学習内容」が題材のまと
まりごとに学習したページ
番号付きで示されている。

・鑑賞したことをまとめる
活動の中で，聴き取りと話
し合いの視点を文章で記述
する欄がある。

・目標達成のための支援と
なる活動文がある。

・学習に資する参考資料等
をウェブ上で見ることがで
きるようQRコードが示され
ている題材がある。(4年
P.9)

・教科書の大きさは，全学
年同じである。低学年83
ページ，中・高学年87ペー
ジである。

・5種類のマークを付し，
学習内容を示している。

・学習のねらいの達成に向
けて考えてほしい内容や，
発言の例を吹き出しで示し
ている。

・共通事項に示された「音
楽を形づくっている要素」
を全ページ，右下に記して
いる。(全学年)

・英語の歌唱曲が1曲ずつ
ある。(3-6年)

・題材の前後で関連がある
内容になるよう配列してあ
る。(高学年題材⑥⑦)

・感じたこと，気付いたこ
と，楽器を選んだ理由等，
根拠や気付きを記述する欄
を設けている。

・楽器の演奏法について写
真や挿絵入りで示されてい
る。(低，中学年)

・題材は，題材名も含めて
全学年同じ配列順に構成さ
れている。

・リコーダーの音域につい
ては，3年は，ドから高い
レまで，4年は高いソまで
示している。
・リコーダーの手入れの仕
方について記述がある。(3
年P.21)

・鍵盤ハーモニカの導入部
分のページに12ページ，リ
コーダーの導入部分に，8
ページ割いてある。

・2年までは，拍子を意識
した内容があり，3学年で4
分の2拍子・3拍子・4拍子
を，4年では，8分の6拍子
を学習する。

・共通教材のもととなった
曲についても鑑賞するよ
う，発展的な学習内容も掲
載されている。(6年P.48-
49)

教芸



観点１
基礎・基本の定着

観点２
主体的に学習に取り組む

工夫

観点３
内容の構成・配列・分量

観点４
内容の表現･表記

観点５
言語活動の充実

○教科の基礎的・基本的な内容を確実に定着さ
せるための指導内容の工夫

○問題解決的な学習，体験的な学習などを取り
入れるなど，児童の主体的な学びを引き出す指
導方法の工夫

○伝統や文化についての教育の充実に関する内
容の構成・配列・分量
○教科横断的な学習の充実に関する内容の構
成・配列・分量

○有効なさし絵・地図・図表などの資料等
○児童にとって親しみやすい表現・表記

○教科の特質に応じて，思考力・判断力・表現
力育成に資する言語活動の工夫

・各題材で育てたい資質・
能力に対応させて3種類の
マークで示している。その
題材で一番大切にしたいめ
あてを文章で示し，下線を
引き色を変えて示してい
る。

・「ひらめきコーナー」で
は，発想を広げ，主体的に
造形活動に取り組むための
ヒント（材料の特徴を生か
した作り方）を掲載してい
る。（各学年P.18-19）

・すべて学年の項目におい
て題材を5項目に分類して
配列している。掲載した作
品等にサイズを明記してい
る。

・作品について，題名に続
けて「」に作者の製作の意
図や工夫したところを簡潔
に示している。

・友達と話しながら学習の
振り返りを行うために，
ページ最後の「ふりかえ
り」で目標に対応した話し
合いの視点を「～かな」と
いう問いの形で示してい
る。

・すべての学年において巻
末に「造形の引き出し」を
８ページ設け表現に必要な
用具の扱い方や技法，材料
についてイラストや写真を
使って説明している。特に
安全面について注意喚起の
説明がある。さらに使い方
を動画で見るためのＱＲ
コードがある。

・発想の手掛かりとなる工
夫や気付き，思考の内容
を，製作している児童の写
真に吹き出しをつけて示し
ている。

・「道徳の内容」と関連し
た題材を設定している。
「主として集団や社会との
かかわりに関すること」に
関連して写真が示してあ
る。（12年下P.10-11，34
年下P.16-17，56年下P.16-
17)

・児童の活動の写真ととも
に，児童のつぶやきを短い
文で吹き出しにして，1題
材につき2程度示してい
る。

・言語活動につながる鑑賞
の目標を具体的に示してい
る。（56年上下P.30-33)

・使用する道具の使い方に
ついて題材のページにも写
真や絵で示してある。（12
年下P.41 34上P.40-41  56
年上P.22）

・各題材名の下に，活動の
きっかけになる文を，「～
しよう」と児童に語りかけ
るような言葉で示してい
る。

・他教科との関連を図りつ
つ伝統文化や国際理解につ
いての教育の充実に関する
作家や児童の作品を，「み
んなのギャラリー」(全学
年)や「つながる造形」(56
年上下44-47)のコーナーに
掲載している。

・文字色の数が少ない。吹
き出しなどの文字の部分の
下地は白色になっている。

・コミュニケーションをと
りながら作品を製作してい
く題材を取り入れ，アイデ
アを出し合う様子を吹き出
しで示している。(34年下
P.28-29,56年下P16-17)

・「くふうさん」が形や
色，方法や材料を知って工
夫することができるヒント
を，「ひらめきさん」が発
想，構想のヒントを示して
いる。

・各学年に鑑賞教材が取り
上げられており，テーマに
沿った児童作品や，各国の
多種多様な作品が掲載して
いる。

・コンピュターを活用しよ
うのコーナーでプログラミ
ング学習の基礎になるＩＴ
機器を活用した作品例を示
している。(56年上P46-
47，56年下P.57)

・低学年では特に，単元の
ページに作り方や用具の使
い方の説明を図解で入れた
り，製作の順序を写真で示
したりしている。(12年下
P.34-35,34年下P.42　他）

・「みんなのギャラリー」
では，児童同士，地域の方
などと，対話を通して思考
力を働かせ，学びを深めて
いく場面が掲載されてい
る。

・美術館鑑賞の仕方が掲載
されており，美術館での過
ごし方や作品鑑賞のポイン
トを説明している。（56年
上P.56-57）

・他教科との関連がページ
の下部（「あわせて学ぼ
う」）に示している。

令和２年度使用小学校教科用図書　調査研究報告書

種目　図画工作

開隆堂



・学習のめあてを資質・能
力の3つの視点に基づいて
設定し，3種類のマークを
使ってそれぞれのめあてを
文章で示している。

・「ひらめきポケット」
で，身近なものを並べたり
組み合わせたり見方を変え
たりして色や形を見付けさ
せるための写真を示してい
る。（各学年P.34）

・すべて学年の項目におい
て題材を５項目に分類して
配列している。掲載してる
作品等にサイズを明記して
いる。

・作品について，付箋を
模った枠に作者の意図を詳
しく示している。

・全題材において，活動の
後で友達と話しながら学習
の振り返りを行うことがで
きるように，考えてみるこ
との視点がページの右下に
示している。

・すべての学年において巻
末に「使ってみよう材料と
用具」８ページを設け，表
現に必要な用具の扱い方や
技法，材料について，イラ
ストや写真で作業の流れに
沿って説明している。ま
た，用具や材料と関連があ
る題材を示している。

・ほぼすべての題材で，製
作している児童の写真に吹
き出しを付けて児童の思い
や感じ方を示している。

・「道徳の内容」と関連し
た題材を道徳マークで示
し，どの教科書にもA～Dの
内容項目に関わる題材を設
定している。

・児童の活動の写真ととも
に，作品製作に関わる児童
のつぶやきを吹き出しにし
て1題材につき５つ以上示
している。

・言語活動につながる鑑賞
のめあてを「～かな」と問
いの形で示している。さら
に，作品を見る視点を作品
ごとに細かく吹き出しで示
している。(56年上P.16-
17)

・使用する道具を使ってい
る様子が題材のページに写
真で示している。（12年下
P.24　34年下P.54　56年下
P.20 ）

・各題材名の下に，「～か
な」と問いかける形で児童
の発想のきっかけになる文
を示している。

・「図画工作のつながり広
がり」のページで，環境，
防災，平和など，持続可能
な社会，多文化共生などと
のつながりのある作品展示
の写真を「校内で」・「野
外で」・「地域で」の場ご
とに掲載している。

・学習に必要な用具の一
覧，つながりのあるページ
の案内，安全・片付けのポ
イント，道徳との関連，振
り返りの視点を，ページの
下部にマークや文章で一列
に配置している。

・ほとんどの題材で，児童
がコミュニケーションをと
りながら造形活動を行う様
子が写真と吹き出しにより
示してある。

・製作過程が分かるように
写真を多く掲載し，「ちろ
たん」が共通事項に関連し
た表し方のヒントを伝えて
いる。

・テーマに応じた表現に結
びつくように全学年で鑑賞
教材が取り上げられてお
り，低学年までは身近なも
のや児童作品を中心に，高
学年では作家の作品も取り
上げて掲載している。

・IT機器を使って児童が表
現や鑑賞活動を行う様子が
掲載したり，「使ってみよ
う材料と用具」のコーナー
でIT機器の活用の仕方が説
明したりしている。(56年
上P.28-29)(56年下P.63)

・色のコントラストや文字
の大きさを発達段階に応じ
て変えている。

・「図画工作科のつながり
ひろがり」では，児童と保
護者，地域の方などと，対
話を通して思考力をはたら
かせ，学びを深めていく場
面が掲載されている。（56
年上P.54-57,56年下P.54-
55）

日本文教出版



観点１
基礎・基本の定着

観点２
主体的に学習に取り組む

工夫

観点３
内容の構成・配列・分量

観点４
内容の表現･表記

観点５
言語活動の充実

○教科の基礎的・基本的な内容を確実に定着
させるための指導内容の工夫

○問題解決的な学習，体験的な学習などを取
り入れるなど，児童の主体的な学びを引き出
す指導方法の工夫

○伝統や文化についての教育の充実に関する
内容の構成・配列・分量
○教科横断的な学習の充実に関する内容の構
成・配列・分量

○有効なさし絵・地図・図表などの資料等
○児童にとって親しみやすい表現・表記

○教科の特質に応じて，思考力・判断力・表
現力育成に資する言語活動の工夫

・巻末に「いつも確かめよ
う」として，家庭科の学習
で身に付けさせたい基礎的
な内容を18項目挙げ，掲載
ページを示している。
(P.130～)

・オリエンテーションの
ページで，「学習の進め
方」として問題解決的な学
習の流れの型を示し，3ス
テップで全ての題材を構成
している。

・他教科と関連を図ること
のできる内容や，他学年，
中学校との学習内容のつな
がりのある内容について
マークで示し，29個掲載し
ている。(P.10他)

・品質や環境についての
マークは，1ページにまと
めてあり，具体物の写真を
載せている。(P.39)
　また，洗濯の取り扱い表
示は，新旧の両方を表にし
て載せている。(P.93)

・12題材で「話し合おう」
を，全題材で「深めよう」
の活動を示し，友達と意見
交流する活動を設定してい
る。(P.15，22他)

・器具や用具の基礎的な扱
い方・技能の動画コンテン
ツがある。48項目(P.17他
Ｄマーク)

・巻頭で見方・考え方の四
つの視点を示し，大題材の
タイトル横に，「家庭科の
窓」として各題材毎に家庭
科の見方・考え方を示して
いる。

・「日本の伝統」マークと
ともに，日本の食生活，家
族・家庭，消費・環境生活
など日本の伝統的な生活に
関わる資料を14点取り上げ
掲載している。(P.12他)

・野菜を切る際の大きさの
目安や，調理実習の技能に
おいて，実物大の写真を載
せている。(P.83，131-
135)
　

・「調べよう」という項目
を設け，調べる活動を6か
所で示している。(P.19他)

・環境の保全につながる学
習内容14か所に，環境マー
クが示してある。(P.15他)

・学びを生活に生かすこと
を促す「生活を変えるチャ
ンス！」を5か所設置し，
授業で学習したことを家庭
や地域で実践するときの進
め方を示している。(P.31
他)

・包丁を使用する際の，写
真や絵の注目すべき箇所
に，赤，ピンクや青色の〇
印がついている。(P.18，
112)
　また，布製作のポイント
となる過程には，図内に拡
大した絵を加えている。
(P.101，103)

・教科書内に，書き込み用
の二次元表等を載せてい
る。(P.7，19他)

・安全面・衛生面で配慮す
べき内容28か所に，安全
マークをつけている。
(P.18他)

・リード文で大題材で学習
する内容について示し，
「学習の流れ」を掲載して
いる。

・色覚問題研究グループぱ
すてるによる，色彩デザイ
ンの校閲を受け，カラーバ
リアフリーを含むユニバー
サルデザインに配慮してい
る。(P.145・裏表紙)
　また，文字は，ユニバー
サルデザインフォントを細
字・太字共に採用してい
る。(裏表紙・本文)

・巻末の拡大版ページに，
実物大の写真を掲載してい
る。(P.131他)

・家庭科の学習でできるよ
うになったことや分かった
ことなどを書き込む表があ
る。(P.3)

・5Ｒについて，リデュー
ス(減らす)，リユース(再
使用する)，リサイクル(再
生利用する)，リヒューズ
(断る)，リペア(修理する)
と表現している。(P.56)

・実習のページには「でき
たかな」のコーナーを設け
ている。(P.11他)

令和２年度使用小学校教科用図書　調査研究報告書

種目　家庭　

東書



・裏表紙に野菜の切り方一
覧表を写真で掲載してい
る。

・オリエンテーションの
ページで，「家庭科学習の
進め方」として問題解決的
な学習の流れの型を示し，
3ステップで大題材を構成
している。

・他教科との関連を図った
り，他学年，中学校との学
習内容のつながりについて
マークで示し，43個掲載し
たりしている。(P.12他)

・品質や環境についての
マークは，関連する題材の
中で扱い，具体物の絵を載
せている。(P.33，62)

・「調べよう」「考えよ
う」「話し合おう」「発表
しよう」の見出しにより，
比較・分類による思考や説
明を促している。(P.69，
88，99他)

・基礎的な技能や内容57か
所に，ＱＲコードがある。

・巻頭で「生活の見方・考
え方の四つの視点」を示し
マークを設けている。見
方・考え方に関わるキャラ
クターの吹き出し・マーク
がある。P.36，122，126
で，学習内容における見
方・考え方を具体的に示し
ている。

・「伝統」マークで，「和
食・日本の伝統」に関わる
資料を「チャレンジコー
ナー」の中で三つ掲載して
いる。(P.57他)

・実物大の手縫い作品を写
真で載せ，寸法も添えてい
る。(P.25)

・「調べよう」「考えよ
う」「話し合おう」で，実
生活での体験等の写真や絵
を載せている。(P.21，
29，31他)
  また，ＱＲコードによ
り，参考動画も用意されて
いるものもある。(P.96，
99)

・環境の保全につながる学
習内容9か所に，環境マー
クを示している。(P.13他)

・学習したことを長期休業
中に家庭や地域でも取り組
める事例として「チャレン
ジコーナー」を5か所設置
している。(P.37他)

・ガスコンロ消火の際の元
栓の絵に，赤い〇印がつい
ている。(P.12)
　また，二つ穴ボタンのつ
け方で，ボタン，布，糸と
の関係を絵と写真で説明し
ている。(P.24)

・各題材末の「生活に生か
そう」では，自分の生活を
どのようにより良くしてい
きたいか，短文で言語表記
する欄を設けている。
(P.19，27他)

・安全面，衛生面等に配慮
すべき内容25か所に，安全
マークを添えて示してい
る。(P.17他)

・大題材の導入ページに三
つのステップごとのめあて
をまとめて提示し，チェッ
ク欄を設けている。

・日本色彩研究所による，
カラーユニバーサルデザイ
ンの校閲を受け，色覚に配
慮している。(P.137，裏表
紙)また，文字は，細字は
明朝体を，太字はゴシック
体を採用している。

・写真を分割して番号をつ
けた資料がある。(P.29)

・調理や製作などの実習手
順図を，見開きページを
使って掲載している。
(P.22他)

・大題材の導入ページをイ
ラストや写真で始めてい
る。

・5Ｒについて，リデュー
ス(むだを減らす)，リユー
ス(もう一度生かす)，リサ
イクル(資源として使える
ようにする)，リヒューズ
(受け取らない)，リペア
(修理して使う)と表現して
いる。(P.32-33)

・実習のページには「でき
たかな」のコーナーを設け
ている。(P.14他)

・小題材のタイトルが，
「なぜ～だろう」という問
いかけから始まるものが多
い。(P.10他)

開隆堂



観点１
基礎・基本の定着

観点２
主体的に学習に取り組む

工夫

観点３
内容の構成・配列・分量

観点４
内容の表現･表記

観点５
言語活動の充実

○教科の基礎的・基本的な内容を確実に定着
させるための指導内容の工夫

○問題解決的な学習，体験的な学習などを取
り入れるなど，児童の主体的な学びを引き出
す指導方法の工夫

○伝統や文化についての教育の充実に関する
内容の構成・配列・分量
○教科横断的な学習の充実に関する内容の構
成・配列・分量

○有効なさし絵・地図・図表などの資料等
○児童にとって親しみやすい表現・表記

○教科の特質に応じて，思考力・判断力・表
現力育成に資する言語活動の工夫

【学習課題の示し方】
・質問形式で課題を提示し
ている。
・課題意識を持たせるため
の写真やイラストを1ペー
ジ使用し掲載している。

【導入の工夫】
・単元の見通しを持たせる
ための記述があり，写真を
掲載している。
・ガイドキャラクターによ
るつぶやきによって，学習
の流れを示している。

【本文記述との関連】
・「体の成長とわたし」で
の自分の成長を調べる活動
において，イラスト・表・
式・棒グラフで身長の伸び
を確かめている。(4年
P.26)

【自分の考えを書いたり，
話し合ったりする活動の工
夫】
・記入欄を，「ステップ
1」～「ステップ4」でそれ
ぞれ設けている。

【学習の動機づけ】
・「気づく・見つける」と
いうコーナーで，自分の生
活を振り返って書く活動を
設定している。（22か所）

【課題解決の過程の扱い】
・ステップ1「気づく・見
つける」
・ステップ2「調べる・解
決する」
・ステップ3「深める・伝
える」
・ステップ4「まとめる・
生かす」

【まとめや振り返りの工夫
（毎時間）】
・各時間毎に「深める・伝
える」というコーナーで，
学習したことを活用して考
え，記述する欄がある。
・記述欄には，キーワード
やこれから気を付けていく
ことやできそうなことを記
入するようになっている。
・各時間毎にキーワードを
書き込む欄を1ページ設け
ている。
・学習したことを生活に活
かすための資料を各時間の
まとめの欄に掲載してい
る。

【まとめや振り返りの工夫
（単元末）】
・単元終末に学習のまとめ
のページが1ページあり，
学習したことを振り返る欄
や，活用することを記述す
る欄がある。

令和２年度使用小学校教科用図書　調査研究報告書

種目　保健

東書

【自分の考えを記入する活
動の数】
「けんこうな生活」
○　自分の考えを書く活動
(16)
○　話し合う活動(4)

「体の成長とわたし」
○　自分の考えを書く活動
(15)

「心の健康」
○　自分の考えを書く活動
(10)

「けがの防止」
○　自分の考えを書く活動
(15)
○　話し合う活動(1)

「病気の予防」
○　自分の考えを書く活動
(20)
○　話し合う活動(2)

【ICTの活用】
・動画　手のよごれを調べ
よう（実験）
・動画　下着やくつ下のよ
ごれを調べよう（実験）
・動画　手のあらい方
・動画　空気のいれかえに
ついて調べよう（実験）
・シミュレーション　わた
しの身長ののび
・シミュレーション　男女
の体つきの変化
・動画　月経の仕組み
・動画　赤ちゃんのたん生
・動画　スポーツ選手にイ
ンタビュー
・動画　体つくり運動
・動画　5年生ならどうす
るかな
・動画　リラックス状態を
体験しよう（実習）
・シミュレーション　危険
な場面をさがそう
・動画　危険の予測と回避
・動画　車の内輪差
・動画　犯罪被害が起こり
やすい場所
・動画　さまざまな自然災
害
・動画　けがの手当をしよ
う（実習）
・動画　感染の仕方
・動画　受動喫煙（実験）

・指導者用デジタルブック
の収録

【単元や資料等の配列
（ページ数）】
3年　1章　けんこうな生活
(1)
　1　けんこうというたか
らもの(6)
　2　けんこうによい1日の
生活(4)
　3　体のせいけつとけん
こう(4)
　4　けんこうによいかん
きょう(4)
　　　学習をふり返ろう
(1)
4年　2章　体の成長とわた
し(1)
　1　育ちゆくわたしたち
の体(6)
　2　思春期にあらわれる
変化(6)
　3　よりよく成長するた
めの生活(4)
　　　学習をふり返ろう
(1)
5年　1章　心の健康(1)
　1　心の発達(5)
　2　心と体のつながり(4)
　3　不安やなやみがある
とき(6)
　　　学習をふり返ろう
(1)
　　　2章　けがの防止(1)
　1　事故やけがの原因(4)
　2　学校や地域でのけが
の防止(4)
　3　交通事故の防止(4)
　4　犯罪被害の防止(5)
　　　発展：自然災害によ
るけがの防止(3)
　5　けがの手当(6)
　　　学習をふり返ろう
(1)
6年　3章　病気の予防(1)
　1　病気の起こり方(4)
　2　感染症の予防(4)
　3　生活習慣病の予防(6)
　4　喫煙の害と健康(4)
　5　飲酒の害と健康(4)
　6　薬物乱用の害と健康
(4)
　7　地域の保健活動(4)
　　　学習をふり返ろう
(1)

【他教科との関連】
・単元開始のページで，
「つなげよう」として，他
教科との関連を示し，学習
の見通しを持たせている。

・「けがの手当」での説明
資料において，けがの種
類・けがの説明・手当の方
法を表記している。(5年
P.43)
・手当の方法では，ナンバ
リングを使って段階的に説
明しており，その一つ一つ
にイラストを掲載してい
る。
・手当の際の注意点を表記
している。



【学習課題の示し方】
・質問形式で課題を提示し
ている。

【導入の工夫】
・単元の見通しを持たせる
ための記述があり、写真を
掲載している。

【自分の考えを書いたり，
話し合ったりする活動の工
夫】
・授業終末にある「活用し
て深めよう」の学習活動に
は，理由も書くように問題
を提示して，児童に書かせ
る欄を設けている。

【学習の動機づけ】
・「やってみよう」「話し
合ってみよう」「調べてみ
よう」というコーナーで，
自分の生活を振り返って書
く活動を設定している。
（11か所）

【課題解決の過程の扱い】
・課題をつかもう
・いろいろな活動を通して
課題を解決しよう
　「やってみよう」
　「話し合ってみよう」
　「調べてみよう」
・活用して深めよう
　「活用して深めよう」
・まとめよう
・毎日の生活に生かそう

【まとめや振り返りの工夫
（毎時間）】
・各時間毎に「活用して深
めよう」というコーナー
で，学習したことを活用し
て考え，記述する欄があ
る。
・記述欄には，問いかけに
対して答え，記入するよう
になっている。

・「けがの手当」での説明
資料において，けがの種
類・手当の方法を表記して
いる。(5年P.31)
・手当の方法では，説明と
ともにイラストを掲載して
いる。

【まとめや振り返りの工夫
（単元末）】
・単元終末に学習のまとめ
のページが1ページあり，
学習したことを振り返る欄
や，活用することを記述す
る欄がある。

大日本

【自分の考えを記入する活
動の数】
「毎日の生活とけんこう」
○　自分の考えを書く活動
(8)
○　話し合う活動(4)

「育ちゆく体とわたし」
○　自分の考えを書く活動
(3)
○　話し合う活動(1)

「心の健康」
○　自分の考えを書く活動
(5)
○　話し合う活動(4)

「けがの防止」
○　自分の考えを書く活動
(9)
○　話し合う活動(5)

「病気の予防」
○　自分の考えを書く活動
(7)
○　話し合う活動(3)

【本文記述との関連】
・「体の成長とわたし」で
の自分の成長を調べる活動
において，図・表・棒グラ
フで身長の伸びを確かめて
いる。巻末のシールを切っ
て，身長の伸びを貼るもの
がある。(4年P.25)

【ICTの活用】
・動画　まどを開けたとき
の空気の流れ
・webサイト　「早ね，早
起き，朝ごはん」
・webサイト　子どもの食
育
・「自分と友達のよいとこ
ろ」シート
・webサイト　子どものＳ
ＯＳの相談窓口
・動画　すりきずの手当の
しかた
・動画　打ぼく・ねんざの
手当のしかた
・動画　鼻血の手当のしか
た
・動画　やけどの手当のし
かた
・動画　切りきずの手当の
しかた
・虫さされの手当のしかた
・webサイト　国土交通省
キッズコーナー
・webサイト　地震キッズ
探検隊
・webサイト　こどもぼう
さいe-ランド
・webサイト　熱中症予防
声かけプロジェクト
・webサイト　日本医師会
・webサイト　厚生労働省
最新たばこ情報
・webサイト　アルコール
健康医学協会
・webサイト　麻薬・覚せ
いざい乱用防止センター

【単元や資料等の配列
（ページ数）】
3年　毎日の生活とけんこ
う
　1　けんこうなせいかつ
(2)
　2　1日の生活のしかた
(4)
　3　体のせいけつ(2)
　4　けんこうによい生活
かんきょう(4)
　　　もっと知りたい！
(2)
      3年のまとめ(1)
4年　育ちゆく体とわたし
　1　大きくなってきたわ
たし(2)
　2　大人の体になるじゅ
んび1(2)
　3　大人の体になるじゅ
んび2(4)
  4　よりよく育つための
生活(2)
      もっと知りたい！
(2)
      4年のまとめ(1)
　　 はってん「受けつが
れていく命」(1)
5年1心の健康
　1　心の発達(2)
　2　心と体のつながり(2)
　3　不安やなやみがある
とき(2)
       もっと知りたい！
(2)
       5年1のまとめ(1)
    2けがの防止
　1　けがの原因(2)
　2  交通事故によるけが
の防止(2)
　3　身の回りで起こるけ
がの防止(2)
　4　犯罪被害から身を守
る(2)
　　　はってん：自然災害
から身を守る(2)
　5　けがの手当(2)
　　　5年2のまとめ(1)
6年　病気の予防
　1　病気の起こり方(2)
　2　病原体と病気の予防
(4)
　3　生活のしかたと病気
の予防1(2)
　4　生活のしかたと病気
の予防2(2)
　5　たばこの害と健康(2)
　6　飲酒の害と健康(2)
　7　薬物乱用の害と健康
(2)
　8　地域で行われている
保健活動(2)
　　　 もっと知りたい！
(2)
       6年のまとめ(1)
       「ともに生きる」
(1)

【他教科との関連】
・他教科との関連がある
ページにおいて，教科名，
単元名を明示して，関連が
あることを示している。



【学習課題の示し方】
・質問形式で課題を提示し
ている。

【導入の工夫】
・単元の見通しを持たせる
ための記述があり，イラス
トを掲載している。
・ガイドキャラクターによ
るつぶやきによって，学習
の流れを示している。

【本文記述との関連】
・「体の発育・発達」での
自分の成長を調べる活動に
おいて，イラスト・棒グラ
フで身長の伸びを確かめて
いる。(4年P.20)

【自分の考えを書いたり，
話し合ったりする活動の工
夫】
・学習後の自分の生活に生
かすために，各学年の単元
末に「わたしのけんこうせ
ん言」というページを設
け，記入できるようにして
いる。

【学習の動機づけ】
・「振り返ってみよう」
「調べてみよう」「話し
合ってみよう」というコー
ナーで，自分の生活を振り
返って書く活動を設定して
いる。（12か所）

【課題解決の過程の扱い】
・「ふりかえってみよう」
・「考えてみよう」
・「調べてみよう」
・「話し合ってみよう」
・「やってみよう」
・「新しい自分にレベル
アップ」

【まとめや振り返りの工夫
（毎時間）】
・各時間毎に「新しい自分
にレベルアップ」という
コーナーで，学習したこと
を活用して考え，記述する
欄がある。
・記述欄には，これから気
を付けていくことやできる
ことを話し合い，記入する
ようになっている。

【まとめや振り返りの工夫
（単元末）】
・単元終末に学習のまとめ
のページが1ページあり，
活用することを記述する欄
がある。

【自分の考えを記入する活
動の数】
「毎日の生活とけんこう」
○　自分の考えを書く活動
(7)

「体の発育・発達」
○　自分の考えを書く活動
(2)
○　話し合う活動(4)

「心の健康」
○　自分の考えを書く活動
(7)
○　話し合う活動(3)

「けがの防止」
○　自分の考えを書く活動
(3)
○　話し合う活動(5)

「病気の予防」
○　自分の考えを書く活動
(11)
○　話し合う活動(5)

【ICTの活用】
・webサイト　郷土料理
・動画　1日着た衣類の汚
れ
・動画　学校で行われてい
るほけん活動
・動画　つながる命
・動画　卵子・精子
・動画　体のよりよい発育
・webサイト　子供の人権
110番
・webサイト　24時間子供
SOSダイヤル
・webサイト　地域での安
全
・webサイト　防災につい
て
・動画　自分に合ったきん
張のほぐし方
・動画　体ほぐしの例
・動画　心の健康アドバイ
ス
・動画　交通安全施設の例
・動画　自転車の安全点検
・動画　水の事故を防止す
るための取り組み
・webサイト　体のしくみ
について
・webサイト　食中毒につ
いて
・webサイト　エイズ予防
情報ネット
・webサイト　「栄養バラ
ンスガイド」について
・webサイト　「8020推進
財団」
・webサイト　最新たばこ
情報
・webサイト　麻薬・覚せ
い剤乱用防止センター
・webサイト　厚生労働省
検疫所
・webサイト　地域保健に
ついて
・動画　歯の変化のようす
・動画　保健センターの活
動

【単元や資料等の配列
（ページ数）】
3年　1章　毎日の生活とけ
んこう(2)
　1　けんこうな生活とわ
たし(2)
　2　1日の生活のリズム
(4)
　3　体のせいけつ(4)
　4　けんこうによい部屋
(2)
　　　わたしのけんこうせ
ん言(2)
4年　2章　体の発育・発達
(1)
　1　体の発育(3)
　2　思春期の体の変化
1(2)
　3　思春期の体の変化
2(4)
　4　体のよりよい発育(4)
　　　わたしのすくすくせ
ん言(1)
　　　発展：おへそってす
ごいんだ（詩）(1)
5年　1章　心の健康(2)
　1　心の発達(3)
　2　心と体のつながり(2)
　3　不安やなやみへの対
処1(3)
　4　不安やなやみへの対
処2(2)
　　　わたしのスッキリせ
ん言(1)

　　　2章　けがの防止
　1　学校生活でのけがの
防止(4)
　2　交通事故の防止(3)
　3　地域での安全(3)
　4　けがの手当て(2)
　　　わたしの安全せん言
(1)
      発展：熱中症(1)，
災害(2)
6年　3章　病気の予防(1)
　1　病気の起こり方(3)
　2　病原体と病気(4)
　3　生活のしかたと病気
1(2)
　　　－生活習慣病の予防
－
　4　生活のしかたと病気
2(2)
　　　－むし歯や歯周病の
予防－
　5　喫煙の害(3)
　6　飲酒の害(3)
　7　薬物乱用の害(2)
　8　地域の保健活動(2)
　　　わたしのいきいきせ
ん言(2)

【他教科との関連】
・他教科との関連がある場
合には，ページ下部に学
年・教科名を示している。

・「けがの手当て」での説
明資料において，けがの種
類・手当の方法を表記して
いる。(5年P.24)
・手当の方法では，説明と
ともにイラストを掲載して
いる。
・手当の際の注意点を表記
している。

文教社



【学習課題の示し方】
・質問形式で課題を提示し
ている。

【導入の工夫】
・単元の見通しを持たせる
ための記述があり，イラス
トを掲載している。

【本文記述との関連】
・「体の成長とわたし」で
の自分の成長を調べる活動
において，表・棒グラフで
身長の伸びを確かめてい
る。(4年P.24)

【自分の考えを書いたり，
話し合ったりする活動の工
夫】
・「学んだことを生かそう
伝えよう」のコーナーで
は，学習したことを記述す
る欄がある。「話し合お
う」というマークを示し
て，問いの文章と併記し
て，話し合い活動を行う場
面がある。

【学習の動機づけ】
・「はじめに」というコー
ナーで，自分の生活を振り
返って書く活動を設定して
いる。（4か所）

【課題解決の過程の扱い】
・学習課題をつかむ
・課題解決に向けて，学習
活動をする。
　「調べよう」
　「考えよう」
　「やってみよう」
　「話し合おう」
・学習をまとめる

【まとめや振り返りの工夫
（毎時間）】
・各時間毎に「生かそう伝
えよう」というコーナー
で，学習したことを活用し
て考え，記述する欄があ
る。
・記述欄には，これから気
を付けていくことやできる
ことを記入するようになっ
ている。
・「広げよう深めよう」と
いうコーナーで，現代的な
課題を取り上げた資料を掲
載している。（10）

【まとめや振り返りの工夫
（単元末）】
・単元終末に学習のまとめ
のページが1ページあり，
キーワードを書き込む欄や
学習したことを振り返る
欄，活用することを記述す
る欄がある。

・「けがの手当」での説明
資料において，けがの種
類・手当の目的・手当の方
法を表記している。(5年
P.33)
・手当の方法では，説明と
ともにイラストを掲載して
いる。
・手当の際の注意点を表記
している。

【自分の考えを記入する活
動の数】
「けんこうな生活」
○　自分の考えを書く活動
(7)
○　話し合う活動(4)

「体の発育と健康」
○　自分の考えを書く活動
(7)
○　話し合う活動(3)

「心の健康」
○　自分の考えを書く活動
(7)
○　話し合う活動(2)

「けがの防止」
○　自分の考えを書く活動
(10)
○　話し合う活動(6)

「病気の予防」
○　自分の考えを書く活動
(14)
○　話し合う活動(6)

【ICTの活用】
動画　手のよごれ
動画　衣服のあらい方
動画　部屋のかんき
動画　手のあらい方
動画　心の発達
動画　心と体の関わり
動画　すりきず・切りきず
の手当
動画　インターネットのト
ラブル
動画　インフルエンザの予
防
動画　食中毒の予防
動画　流れの悪い血管
動画　むし歯と歯ぐきの病
気
動画　たばこの害
動画　アルコールの害
動画　薬物乱用の害
・webサイト  「めざまし
ごはんとは？」
・webサイト　「アクティ
ブ・チャイルド・プログラ
ム」
・webサイト　「子どもの
体力ホームページ」
・webサイト　国立スポー
ツ科学センター
・webサイト　安らぎ呼吸
プロジェクト
・webサイト　日本いのち
の電話連盟
・webサイト　迷惑メール
相談センター
・webサイト　インター
ネット安全・安心相談
・webサイト　キッズクラ
ブ
・webサイト　生活習慣病
を知ろう！
・webサイト　最新たばこ
情報
・webサイト　薬物乱用防
止「ダメ。ゼッタイ。」

【単元や資料等の配列
（ページ数）】
3年1章　けんこうな生活
(1)
　1　けんこうってなに？
(4)
　2　けんこうな1日の生活
(2)
       さらに広げよう深
めよう(2)
　3　体のせいけつ(2)
　4　身の回りのかんきょ
う(2)
      さらに広げよう深め
よう(2)
　　　学習のまとめ(1)
4年2章　体の発育と健康
(1)
　1　変化していく体(4)
　2　思春期の体の変化
1(2)
　3　思春期の体の変化
2(4)
  4　よりよい発育のため
に(4)
　　　さらに広げよう深め
よう(2)
      もっと知りたい！
(2)
      学習のまとめ(1)
5年1章　心の健康(1)
　1　心の発達(4)
　2　心と体の関わり(2)
　　　さらに広げよう深め
よう(2)
　3　不安やなやみなどへ
の対処(3)
       さらに広げよう深
めよう(1)
       学習のまとめ(1)
      2章けがの防止(1)
　1　けがや事故の起こり
方(2)
　2  学校や地域でのけが
の防止(2)
  3　交通事故の防止(2)
      さらに広げよう深め
よう(2)
　4　犯罪被害の防止(2)
　5　けがの手当(2)
      さらに広げよう深め
よう(2)
発展　自然災害から身を守
る(2)
　　　学習のまとめ(1)
6年3章病気の予防(1)
　1　病気の起こり方(2)
　2　感染症の予防(3)
      さらに広げよう深め
よう(3)
　3　生活習慣病の予防
1(2)
　4　生活習慣病の予防
2(2)
      さらに広げよう深め
よう(2)
　5　喫煙の害(2)
　6　飲酒の害(2)
　7　薬物乱用の害(2)
      さらに広げよう深め
よう(2)
　8　地域の保健活動(2)
　　　学習のまとめ(1)
発展　共に生きる社会のた
めに(1)

【他教科との関連】
・他教科との関連がある場
合には，ページ下部に学
年・教科名を示している。

光文



【学習課題の示し方】
・質問形式で課題を提示し
ている。

【導入の工夫】
・単元の見通しを持たせる
ための記述があり，写真を
掲載している。
・ガイドキャラクターによ
るつぶやきによって，学習
の流れを示している。

【本文記述との関連】
・「体の発育・発達」での
自分の成長を調べる活動に
おいて，テープ図で身長の
伸びを確かめている。(4年
P.22)

【自分の考えを書いたり，
話し合ったりする活動の工
夫】
・学習の進め方の中で，
「考える・調べる」時間が
設けられており，友達と話
し合う時間を設定してい
る。

【学習の動機づけ】
・「つかむ」というコー
ナーで，自分の生活を振り
返って書く活動を設定して
いる。（4か所）

【課題解決の過程の扱い】
・つかむ
　「チェックする」
　「話し合う」
　「たしかめる」
　「ふり返る」
　「考える」
　「くらべる」
・考える・調べる
　「考える」
　「資料を読み取る」
　「くらべる」
　「チェックする」
　「調べる」
　「話し合う」
　「ふり返る」
・まとめる・ふかめる
　「学びを活用する」
　「目標を立てる」
　「生活につなげる」
　「実習をふり返る」

【まとめや振り返りの工夫
（毎時間）】
・各時間毎に「まとめる・
深める」というコーナー
で，学習したことを活用し
て考え，記述する欄があ
る。
・記述欄には，問いかけに
対して答え，記入するよう
になっている。

【まとめや振り返りの工夫
（単元末）】
・単元終末に学習のまとめ
のページが1ページあり，
学習したことを振り返る欄
や，活用することを記述す
る欄がある。

【自分の考えを記入する活
動の数】
「健康な生活」
○　自分の考えを書く活動
(5)
○　話し合う活動(3)

「体の発育・発達」
○　自分の考えを書く活動
(4)

「心の健康」
○　自分の考えを書く活動
(7)
○　話し合う活動(2)

「けがの防止」
○　自分の考えを書く活動
(4)
○　話し合う活動(2)

「病気の予防」
○　自分の考えを書く活動
(9)
○　話し合う活動(3)

【ICTの活用】
・動画　まどを開けるとど
うなるか
・webサイト　手を洗おう
・画像　小学校4年生の女
子と男子の体つきの違い
・画像　子どもと大人の体
つきの違い
・動画　卵子
・動画　精子
・webサイト　子どもの体
力ホームページ
・webサイト　日本学校保
健会
・リンク集　安全を守るた
めの緊急の警報
・webサイト　24時間子供
SOSダイヤル
・リンク集　危険予測ト
レーニング
・webサイト　急な大雨や
雷・竜巻から身を守るため
に
・webサイト　ザグレート
ジャパンシェイクアウト
・動画　簡単なけがの手当
・webサイト　キッズクラ
ブ
・webサイト　健康寿命を
のばそう！
・webサイト　歯とお口の
ことならなんでもわかる
テーマパーク8020
・webサイト　薬物乱用防
止「ダメ。ゼッタイ。」
・動画　喫煙や飲酒をすす
められたとき
・webサイト　くすり研究
所

学研

【単元や資料等の配列
（ページ数）】
3年　1章　健康な生活(1)
　1　かけがえのない健康
(2)
　2　1日の生活のしかた
(2)
　　　もっと知りたい・調
べたい(2)
　3　体の清けつ(2)
　4　身の回りのかんきょ
う(2)
　　　もっと知りたい・調
べたい(2)
　　　ふり返る・深める・
つなげる(1)
4年　2章　体の発育・発達
(1)
　1　変化してきたわたし
の体(2)
　　　もっと知りたい・調
べたい(2)
　2　大人に近づく体(2)
　3　体の中で起こる変化
(2)
　　　もっと知りたい・調
べたい(2)
　4　よりよい発育・発達
のために(2)
　　　もっと知りたい・調
べたい(2)
　　　ふり返る・深める・
つなげる(1)
　　　資料：安全な生活の
ために(2)
5年　1章　心の健康(1)
　1　心の発達(2)
　　　もっと知りたい・調
べたい(2)
　2　心と体のつながり(2)
　3　不安やなやみへの対
処(6)
　　　ふり返る・深める・
つなげる(1)
　　　　2章　けがの防止
　1　けがの発生(3)
　2　交通事故の防止(2)
　3　学校や地域でのけが
の防止(4)
　　　もっと知りたい・調
べたい(2)
　4　けがの手当て(2)
　　　ふり返る・深める・
つなげる(1)
6年　3章　病気の予防(1)
　1　病気の起こり方(2)
　2　病原体と病気(2)
　　　もっと知りたい・調
べたい(2)
　3　生活のしかたと病気
1(2)
　4　生活のしかたと病気
2(2)
　　　もっと知りたい・調
べたい(2)
　5　喫煙の害(2)
　6　飲酒の害(2)
　7　薬物乱用の害(2)
　　　もっと知りたい・調
べたい(2)
　8　地域のさまざまな保
健活動(2)
　　　ふり返る・深める・
つなげる(1)
　　　資料：みんなの健康
を守るさまざまな仕事(1)

【他教科との関連】
・保健の内容について他教
科との関連がある場合に
は，本文中に注釈として関
連を示している。

・「けがの手当」での説明
資料において，けがの種
類・手当の方法を表記して
いる。(5年P.31)
・手当の方法では，説明と
ともにイラストを掲載して
いる。
・手当の際の注意点を表記
している。



観点１
基礎・基本の定着

観点２
主体的に学習に取り組む

工夫

観点３
内容の構成・配列・分量

観点４
内容の表現･表記

観点５
言語活動の充実

○教科の基礎的・基本的な内容を確実に定着
させるための指導内容の工夫

○問題解決的な学習、体験的な学習などを取
り入れるなど、児童の主体的な学びを引き出
す指導方法の工夫

○伝統や文化についての教育の充実に関する
内容の構成・配列・分量
○教科横断的な学習の充実に関する内容の構
成・配列・分量

○有効なさし絵・地図・図表などの資料等
○児童にとって親しみやすい表現・表記

○教科の特質に応じて、思考力・判断力・表
現力育成に資する言語活動の工夫

・各単元の冒頭のページに単
元の学習目標を示している。

・見開きページを活用して，単
元名，学習のめあてと共にイ
ラストや写真を掲載している。
単元ゴールの姿となるイラスト
は太枠で囲い，音声や映像も
活用できるよう設定している。

・各単元の最後に「Over the
Horizon」のページがあり，異
文化情報に触れ世界を広げら
れるようにしている。

・巻頭に５領域に関連した活
動の種類を示すマークを示
し，紙面に明示している。

・６年Unit1「This is me!」にお
いてプロフィールを聞く，プロ
フィールを伝え合う，名前・出
身地・好きなこと・誕生日をプ
ロフィールカードに書いてス
ピーチをする活動を設定して
いる。
(P.10-11)

・別冊にCAN‐DOリストを明示
している。

・二次元コードを活用し，英語
の音声を聞いたり実写動画を
見たりする活動を設定してい
る。

・音に出会う→会話に慣れる
→コミュニケーションを楽しむ
→世界を広げるという流れで
学習を展開している。

・別冊（辞書）には630語が絵
とともに掲載され，単語は，4
線に書いてある。また，Unit毎
の基本表現をまとめている。

・２つまたは３つのUnit終了
後，UnitをまとめるChecｋ
Your Stepsで学びの確かめを
している。

・三人称は５年で２単元，過去
形は６年で３単元設定してい
る。

・学びの振り返りをし伝える力
を確かめるようなテーマを年
間３回設定し，２観点で振り返
りをしている。

・他教科との関連がある箇所
にマークを付している。（国・
算・社・家・総・道）

・５年は４線・書き順付のアル
ファベット表，６年はアルファ
ベットチャートを掲載してい
る。

・Unitの終末で行うコミュニ
ケーション活動に必要な英語
を練習したり，コミュニケーショ
ンカードに必要な英語を書い
たりする活動を設定している。
（４線あり）(6年P.86-89)

・ページ数　５年：９６ページ，
６年：９６ページ，別冊：４８
ページ
・Unit数　５年：８（＋チェック
２），　６年：８（＋チェック２）

・巻末にUnit毎のコミュニケー
ションカードが付いており，１
枚毎に切り取り用のミシン目
がついている。

・巻末に書き込み用ノートがあ
り，５年ではアルファベット，６
年ではUnit毎の「私のせりふ」
をなぞったり書いたりするペー
ジを設定している。

・紙面上下に「Small Talk」
「Word Link」「Sound and
Letters」「Let's Sing」「Let's
Chant」を掲載している。

・学習で使用したコミュニケー
ションカードを貼り付けるペー
ジがある。

令和２年度使用小学校教科用図書　調査研究報告書

種目　英語

東書



・各単元の冒頭のページに単
元の学習目標を示している。

・見開きページを活用して，単
元名，学習のめあてと共にイ
ラストや写真を掲載している。
単元のゴールとなる音声を聞
く活動を設定している。

・５年で自分の町（郷土），６年
で日本のことや世界のことを
紹介する活動を設定し，世界
に目を向けるとともに日本の
よさを再発見できる題材を取
り入れている。

・巻頭に５領域に関連した活
動の種類を示すマークを示
し，紙面に明示している。

・６年Lesson1「We are
friends.」において，会話を聞
く，自己紹介をする，友達との
共通点を見付ける活動を設定
している。
(P.4-5)

・巻頭にCAN‐DOマップを明示
している。

・二次元コードを活用し，英語
の音声を聞いたり動画を見た
りする活動を設定している。

・音に出会う→表現に慣れる
→コミュニケーションを楽しむ
という流れで学習を展開して
いる。

・巻末にアルファベット順の単
語リストを掲載している。

・２回のProjectで，既習の復
習ができるようにしている。

・三人称は５・６年で２単元，過
去形は６年で２単元設定して
いる。

・各単元の最後に，３観点で
振り返りをしている。

・他教科との関連を教科名の
マークで示している。（国・算・
社・理・家）

・５・６年とも４線つきのアル
ファベット表，ローマ字表，
キーボードの図を掲載してい
る。

・音と文字の結びつきを学ん
だり，読み書きを繰り返し学習
したりする「文字に慣れよう」
のページを設定している。(6年
P.81-101)（４線あり）

・ページ数　５年：１１９ペー
ジ， ６年：１２７ページ
・Unit数　５年：９　（＋プロジェ
クト２），　６年：１１（＋プロジェ
クト２）

・学習で使用したコミュニケー
ションカードを貼り付けるペー
ジがある。

・ページは数字と英語で表記
している。

・「文字に慣れよう」のページ
は本編とは違う特別な用紙を
使用している。

開隆堂



・各単元の冒頭のページに
レッスンの目標と学習の進め
方を示している。

・単元冒頭に単元名，学習の
めあてと共に学習の進め方を
掲載している。また，見開き
ページを活用して，イラストを
掲載している。

・コラムに海外や日本のことを
書いた読みものを掲載し文化
について視野を広げられるよ
うにしている。

・巻頭に５領域に関連した活
動の種類を示すマークを示
し，紙面に明示している。

・６年Lesson1「I'm from India」
において，出身地を聞く，出身
地を言う，出身地・できること・
得意なことを含めた自己紹介
をする活動を設定している。
(6年P.20-25)

・二次元コードを活用し，単語
の音声を聞く活動を設定して
いる。

・音声を聞いて慣れる→表現
に慣れる→話す→読む・書くと
いう流れで学習を展開してい
る。

・巻末に１０曲の英語の歌と，
５年は３２ジャンル６年は３７
ジャンルのワードリストを掲載
している。

・各単元の終わりに見開き２
ページのUse＆Checkがあり，
聞く，話す，読む，書くの４技
能の復習ができるようにして
いる。

・三人称は５・６年で３単元，過
去形は６年で２単元設定して
いる。

・各単元の最後に，４観点で
振り返りをしている。

・５・６年ともローマ字表を掲載
している。

・アルファベットの音への気付
きを促す活動，目標表現をな
ぞったり書き写したりする活動
を設定している。
・Lessonの終わりに「書くこと」
を含めたまとめの活動を設定
している。
（４線あり）(6年P.26-27 95)

・ページ数　５年：１５７ページ
　　　　　　    ６年：１５３ページ
・Unit数　５年：１０，　６年：１０

・アルファベットコーナーでは，
授業以外でもクイズやゲーム
形式で文字を確認できるよう
にしている。（解答は巻末にあ
る。）

・紙面下に「Sounds ＆
Letters」を掲載している。

学図



・各単元の冒頭のページに単
元の学習目標を示している。

・導入（大単元の始まりHOP)
で自分の力や目指す姿を確
認させている。

・世界や文化に目を向けられ
るような題材，ことばや文化に
関するコラムで英語を学ぶ意
味や面白さへの気付きを促し
ている。

・巻頭に５領域に関連した活
動の種類を示すマークを示
し，紙面に明示している。

・６年Lesson1「We are from
India.」において，会話を聞く，
やり取りをする，読む・書く，や
り取りをしながら好きなものや
持っている楽器が自分と同じ
仲間を探す活動を設定してい
る。
(6年P.25)

・巻末にCAN‐DOリストを明示
している。

・二次元コードを活用し，単語
の音声を聞く活動を設定して
いる。

・表現に出会う→表現に慣れ
る→実際の場面で活用すると
いう流れで学習を展開してい
る。

・巻末に，５年は２７ジャンル６
年は３５ジャンルのワードリス
トを異次元コードを付けて掲
載している。

・２または３つのLesson終了毎
にPreｓentationを設定し，既
習の復習ができるようにして
いる。

・三人称は５年で１単元，過去
形は６年で２単元設定してい
る。

・２つまたは３つの単元終了毎
に，学習した内容を踏まえた
プレゼンテーションを２回行
い，それぞれ２または３観点で
振り返りをしている。

・５・６年とも切り取り式で４線
つきのアルファベット表，ロー
マ字表をつけている。

・学習のゴールでコミュニケー
ション活動をするために，プロ
フィールカードを書く活動を設
定している。
(6年P.96)

・ページ数　５年：１２８ペー
ジ，   ６年：１２８ページ
・Unit数　５年：７（＋ゲットレ
ディ３，プレゼンテーション３），
６年：７（＋ゲットレディ３，プレ
ゼンテーション３）

三省堂



・単元の冒頭に，各単元の学
習目標を提示している。

・見開きページを活用して，単
元名，学習のめあてとともに，
場面設定を示したイラストや
写真を掲載している。

・5年生では海外の学校の様
子や手話，6年生では外来
語，絶滅危惧種をテーマにし
た内容を紹介している。

・巻頭に５領域に関連した活
動の種類を示すマークを示
し，紙面に明示している。

・６年Lesson1 「Let's be
friends.」において，導入で，外
国から来た転入生とクラス
メートが話している映像を見
る，好きなもの，できること，誕
生日を伝え合い，自由に尋ね
る活動，作ったシートを見せな
がら，ペアで自己紹介し合う
活動を設定している。(6年
P.19)

・映像と合わせて聞く活動，
シールやワークシートを使っ
た活動，チャンツ等を設定して
いる。（二次元コードなし）

・映像を見ながら表現に出会
う→表現に慣れる→話す→読
む，書く→話す，発表するとい
う流れで学習を展開している。

・巻頭にClassroom English,
Let's Start Together があり，
巻末には，My World Bnkとし
て活動に使える単語が分野別
に載っている。

・三人称は５・６年で３単元，過
去形は６年で２単元設定して
いる。

・各単元の最後に，４観点で
振り返りをしている。

・国語や道徳の定番教材を
扱ったり，社会科や家庭科等
と連携を図った活動を取り入
れている。

・Jingle, アルファベット表，
ローマ字表，ミシン目の入った
カード，ワークシート，My
Bookがついている。

・ページ数　５年：１１８ペー
ジ，６年：１１２ページ
・Unit数　５年：９，　６年：９

・アルファベット表のそれぞれ
のアルファベットが四線上に
示してある。

・各単元の最後に，Sounds
and LettersとReviewを設定し
ている。

教出



・単元の冒頭にGoalとして，各
単元の学習目標を提示してい
る。

・見開きページを活用して，単
元名，学習のめあてとともに，
世界地図や写真やイラスト等
を掲載している。

・世界12か国の子どもたちの
様子を取り上げたり，世界で
活躍する日本人を題材として
取り上げたりしている。

・巻頭に５領域に関連した活
動の種類を示すマークを示
し，紙面に明示している。

・６年Unit1 「This is me.」にお
いて，留学生の自己紹介を聞
く，動物になりきって質問に答
えたり，ペアで得意なことにつ
いてやり取りしたりする，世界
の小学生が自己紹介している
映像を見た後，自己紹介し合
う活動を設定している。(6年
P.24-25)

・各学年でできるようになるこ
ととして，CAN-DOリストを明
示している。

・二次元コードを活用して，映
像を見ながら会話を聞く活動
やゲームを設定している。

・知識・技能の習得と活用か
ら，思考力・判断力・表現力を
養う言語活動へ展開してい
る。

・巻頭には，Let' startとして，
アルファベット表や教室で使う
英語がある。

・３または４つのUnit終了後，
関連した学習として楽しみな
がら英語に親しめるページ
や，学んだことを振り返ったり
広げたりするページを設定し
ている。

・三人称は５・６年で２単元，過
去形は６年で２単元設定して
いる。

・各単元の最後に，３観点で
振り返りをしている。

・「言葉について考えよう」は，
国語科の学習と関連させなが
ら，より良い言葉の使い方が
考えられるようにしている。
・家の手伝いを題材にしたり，
地域の良いところを発表する
活動を取り入れたりしている。

・巻末には，分野別の絵辞
典，学習した表現の一覧，自
己紹介カード，Let's play
sugoroku.　ローマ字表，カード
（ミシン目なし），シールがつい
ている。

・６年で，夏休みの思い出をポ
スターを作って発表する活動
を設定している。（４線あり）(6
年P.53-57)

・ページ数　５年：１３６ペー
ジ，６年：１４０ページ
・Unit数　５年：９，　６年：９

・アルファベット表のそれぞれ
のアルファベットにイラストと
単語がついている。

・紙面下に，一言フレーズや
絵辞典のページ番号，発音に
ついて掲載している。

光村



・単元の冒頭にGOALとして，
各単元の学習目標を提示して
いる。

・見開きページを活用して，単
元名，学習のめあてとともに，
世界地図や写真，イラスト等
を掲載している。

・異文化理解や自国の文化，
他者への配慮などを学ぶ題
材や演習問題を扱っている。
（道徳との関連）

・巻頭に５領域に関連した活
動の種類を示すマークを示
し，紙面に明示している。

・６年Unit１ 「I'm from Tokyo,
Japan.」において，導入ので外
国の子どもたちの自己紹介を
聞く，好きなものを言ったり尋
ねたりする，外国の人にする
自己紹介を考えて話す活動を
設定している。(6年P.17)

・巻末に，各学年でできるよう
になったこととして，CAN-DO
リストがを明示している。

・Jingleに二次元コードが設定
してあり，書く活動には例を示
している。

・音声を聞いて慣れる→（Part
ごとに）聞く，話す，書くという
流れで学習を展開している。

・巻頭には，アルファベット表
があり，巻末には，Storyとし
て絵本があり，分野別のWorld
List（二次元コードつき），ミシ
ン目つきのカードがついてい
る。

・２または３つのUnitの終了
後，復習として，聞く，書く，や
り取りする活動があり，さら
に，ポスターやグラフから読み
取る等の活動を設定してい
る。

・三人称は５年で２単元，過去
形は６年で３単元設定してい
る。

・Partごとの達成度を３段階で
ふり返り，さらに，各単元の最
後に，５観点で振り返りをして
いる。

・国語科，算数科，社会科，道
徳との関連を図った単元を設
定している。

・アルファベット表のそれぞれ
のアルファベットが四線上に
示してあり，イラストと単語が
ある。また，パソコンのキー
ボードのイラストもついてい
る。

・５年で，友だちのできることを
発表，６年で，夏休みの思い
出絵日記を発表，中学校を紹
介してくれたい人に、お礼の
手紙を書く活動を設定してい
る。（４線あり）(6.年P45-49)

・ページ数　５年：１２０ペー
ジ，６年：１２０ページ
・Unit数　５年：８，　６年：８

・各ページの番号に英語表記
がついている。

啓林館



観点１
基礎・基本の定着

観点２
主体的に学習に取り組む

工夫

観点３
内容の構成・配列・分量

観点４
内容の表現･表記

観点５
言語活動の充実

○自己を見つめる工夫
○物事を多面的・多角的に考える工夫
○自己の生き方についての考えを深める工夫

○問題解決的な学習や道徳的行為に関する体験
的な学習などを取り入れた児童の主体的な学び
を引き出す指導方法の工夫

○児童の発達的特質に応じた内容構成や分量
○関連的，発展的に取り扱われた内容項目の配
列
○いじめの問題や情報モラル，社会の持続可能
な発展などの現代的な課題の扱い

○本文記述との適切な関連付けがなされたイラ
スト・地図・図表などの活用

○自分の考えを基に話し合ったり書いたりする
言語活動の工夫

・巻末に，自分の成長を振
り返ったり，これからの自
分の生き方について考えを
まとめたりするページを設
定している。

・各学年に「出会う・ふれ
合う」の学習活動ページを
設定し，体験活動と教材が
関連するようにしている。

・いじめに関するユニット
学習を設定している。

・学習指導要領の四つの視
点について，それぞれ異
なったマークと色を設定
し，目次と教材の冒頭に記
している。

・活動の手順と，児童が記
述できるページを，全学年
に2か所ずつ設定してい
る。

・教材の終わりに，自己を
見つめたり，自己の生き方
について考えを深める発問
例を示している。

・巻頭に，「話合いの約
束」を記載している。

・いじめ，情報モラル，安
全・防災教育等の現代的な
課題に対する内容を位置付
けている。

・教材によっては，デジタ
ルコンテンツを利用するこ
とができるようにしてい
る。

・教材の終わりに，話合い
のテーマとなる「考えるス
テップ」を記している。

・長期休業前に，道徳の学
習で学んだことについて生
かしたいことを書くコー
ナーを巻末に設けている。

・第3学年以上では，とび
らページに，児童の問題意
識を生む言葉を掲載してい
る。

・目次に，他教科とのつな
がりが分かるよう記してい
る。

・色覚特性を踏まえた色を
使用している。

・巻頭に，「話合いの約
束」が記載されており，話
合いをする際のポイントを
示している。

・4年生以上の巻頭「道徳
の時間が始まるよ！」に
は，イラストの吹き出しに
「僕の考えと同じだ」「そ
ういう考えもあるんだ」
「わたしの考えとは違う
な」など，自分の考えと友
達の考えを比較する視点を
示している。

・「つながる広がる」の
ページに，関連がある教科
名を明記している。

・オリジナルキャラクター
「こころん」を設定してい
る。

・巻末に自己評価について
マークに色をぬるページを
設けている。

・巻末「これからもかがや
く自分に」と，巻頭「こん
な自分になりたいな」を比
較することで，自分の成長
への気付きを促すようにし
ている。

・低学年では，身近な生活
場面を取り上げた教材を複
数設定している。

・「体験活動とのつなが
り」「他教科等とのつなが
り」「問題解決的な学習」
「いじめ問題」「情報モラ
ル」のそれぞれにマークを
設定し，目次や教材文の冒
頭に示している。

・長期休業前に，道徳の学
習で学んだことについて生
かしたいことを書くコー
ナーを巻末に設けている。

・巻頭「道徳の学習をすす
めるために」には，授業の
流れについて「気づく」
「話し合う，考える」「振
り返る，見つめる」「生か
す」の順に示しており，
「自分の課題に気付く」
「自分の考えと友達の考え
を比べながら話し合う」
「自己を見つめる」「学び
を未来につなげる」の順で
授業を進めることができる
ようにしている。

・3年生以上には，巻末
に，日本の自然や文化など
について紹介する折込ペー
ジを設定している。

・巻頭に，「話合いの約
束」を記載している。

令和２年度使用小学校教科用図書　調査研究報告書

種目　道徳

東書



・別冊で，友だちの考えと
自分の考えを記述し，比較
できるようにしている。

・別冊に，自己を振り返る
ページがあり，児童がねら
いとする道徳的価値に対し
て問題意識がもてるように
している。

・他教科の学びを想起させ
るような呼びかけ文や，記
述するためのスペースを設
けている。

・第4学年では，新聞記事
や棒グラフを教材文ととも
に記載している。（4年
P.85)

・別冊に，自分の考えや友
だちの考えを記述できる
ページを設定している。

・別冊に，自己の生き方に
ついて考えるための学習活
動が設定できるよう記載し
ている。

・別冊に，「やってみよ
う」が設定されている教材
では，役割演技などを取り
入れた学習活動ができるよ
うにしている。

・いじめ問題に関わりの深
い内容項目に関する教材を
複数，意図的に配列してい
る。

・学習指導要領の四つの視
点について，それぞれ異
なったマークと色を設定
し，目次と教材の冒頭に記
している。

・別冊巻末「学びのヒン
ト」には，話し方や聞き
方，役割演技のスキルを記
している。

・別冊に，自己を振り返る
ページがあり，児童がねら
いとする道徳的価値に対し
て自分の生活を振り返るこ
とができるようにしてい
る。

・第5学年では，児童の実
態を棒グラフで提示するこ
とで，問題を視覚化してい
る。（別冊5年P.34)

・情報モラル，キャリア教
育，国際理解教育など，現
代的な課題に対応した教材
を各学年に位置付けてい
る。

・全ての教材にＱＲコード
が記されており，インター
ネット上のコンテンツを利
用できるようにしている。

・巻頭「はじめのいっぽ
学級づくり」では，話合い
を円滑にすすめるために必
要なスキルをゲームを通し
て身に付けることができる
ようにしている。

・別冊では，「きづく」
「かんがえよう」「みつめ
よう」の順に構成してお
り，「自分の課題に気付
く」「自分の考えと友達の
考えを比べながら話し合
う」「学びを未来につなげ
る」の順で授業を進めるこ
とができるようにしてい
る。

・全学年において，別冊
に，ねらいとする内容項目
に関わる図書を紹介してい
る。

・別冊巻末に，保護者に向
けて，道徳科の学習におけ
る各学年の児童の目指す姿
などについて説明してい
る。

・いじめや情報モラルにつ
いての内容に，握手マーク
とスマホマークを設定し，
目次や教材文の始めに示し
ている。

・毎時間，自己評価につい
てマークに色を塗るコー
ナーを設定している。

・別冊が，学習する順番で
はなく，内容項目ごとに教
材の内容を配列している。

・教科書冒頭上段に「道徳
ではこんな学習をするよ」
という学習の流れを見開き
2ページで示している。

・「本当の友だちとはどん
な友だちだろう」のよう
に，各教材の始まりに考え
るべき問題を提示してい
る。(3年P.22)

・命についての教材をユ
ニットでまとめている。

・キャラクターが問題を提
示したり価値をおさえる発
言を吹き出しでコメントし
たりしている。

・教材最後の「考えよう」
に，☆マークで話し合うこ
とのできる問いを設けてい
る。

・教材最後の「深めよう」
で，自己の生き方や価値を
深められる発問を設けてい
る。

・「やってみよう」が，全
体的に散りばめられてお
り，動作化と役割演技をで
きるようにしている。

・1年生の最初の教材は文
字がなく，写真や絵のみの
教材にしている。

・キャラクター「とりどり
先生」を設定している。

・教科書冒頭「道徳ではこ
んな学習をするよ」下段に
おいて，話し合いについて
示している。

・巻末に1年間の道徳の学
習を振り返るページを設け
ている。

・教科書冒頭「道徳ではこ
んな学習をするよ」下段に
おいて体験的な学習の視点
を示している。

・「くじけずに努力するこ
と」「国や郷土を愛する
心」など価値でいくつかの
教材をまとめている。

・教材が四つの観点で色分
けされ，マークが示されて
いる。

・巻末に1年間の道徳の学
習を振り返り，記入する
ページを設けている。

・教材文の始めに，学習に
入る前に考えてほしいこと
を「とりどり先生」という
キャラクターとともに示し
ている。

・「命を大切にする」「み
んなと仲良くする」「情報
モラルについて理解する」
という三つの視点につい
て，色とマークで示されて
いる。

学図

教出



・教材文の終わりの「つな
げよう」のコーナーに，生
活や他教科につながる言葉
を「きらりん」というキャ
ラクターとともに示してい
る。(4年P.22)

・教材冒頭見開き2ページ
に，「話し合って考えよ
う」「えんじて考えよう」
「読んで考えよう」「書い
て考えよう」という四つの
視点を示している。

・1年間を「互いに認め合
う」「人や社会に目を向け
る」「自分をのばす」とい
う三つのテーマに分けてい
る。

・教材の初めに四つの視点
をマークで示している。

・「心を通わそう」という
コーナーを設け，話し合い
活動のテーマや方法をイラ
ストとともに示している。

・教材文の始めに，学習に
入る前に考えてほしいこと
を「こころん」というキャ
ラクターとともに示してい
る。

・教材文の終わりに「考え
よう・話し合おう」という
コーナーを設け，めあてや
発問を示している。

・いじめに関する教材やコ
ラムを「いじめを許さない
心」という一つのユニット
でまとめている。

・教材文と関連したイラス
トや写真を見開きで掲載し
ている。(4年P.54-55)

・教材の終わりの「考えよ
う・話し合おう」では，教
材における話し合い活動を
示している。

・1年間の中に「自分をの
ばす」というテーマを設け
ている。

・教材文の終わりに「えん
じて考えよう」というコー
ナーを設け，「友達がえん
じるのを見ながら考えよ
う」と学習活動を示してい
る。

・情報に関する教材やコラ
ムを「じょうほうと向き会
う」という一つのユニット
でまとめている。

・1年間を三つの学習のま
とまりに分け，色やマーク
で表している。

・第2学年以降，巻頭に
「道徳の時間は，今よりも
もっとよい生き方ができる
よう　考えて行く時間で
す。」という見開き2ペー
ジを設け，言語活動の例を
示している。

・テーマごとに「学びの記
録」を書くページを設けて
いる。

・キャラクター「こころ
ん」と「きらりん」を設定
している。

光村



・学習方法は，「①気づ
く」→「②考える・深め
る」→「③見つめる・生か
す」と示され，特に②では
「議論する道徳」が視覚的
にとらえられるよう話し合
い活動が具体的に写真で提
示している。

・学習の手引きには，問題
解決的な学習の手法を用い
た指導例を載せている。
（6年P.16-17)

・年間3回の「いじめ防
止」ユニットで，「直接
的」「関節的に扱う教材」
と「いじめ防止に関するコ
ラム」を設定している。(3
年P.82-93)

・パソコンや電子黒板で活
用できるよう教科書紙面を
デジタル化している。

・自由記述欄や学習を振り
返る欄，友達の意見の記入
欄等心の成長を記録する別
冊「道徳ノート」を付属し
ている。

・考えを引き出す「導入」
「ねらいに迫るためのヒン
ト」「分かったことを確か
め生かしていく」ための3
つの発問例がを設定してい
る。

・問題解決に向けて，考え
方や解決の道筋を示し話し
合いを促している。(2年
P.26-27)

・「人との関わり」を考え
るための発達の段階に合わ
せた教材を精選している。

・教材冒頭にあらすじ・主
な登場人物を紹介してい
る。

・多面的・多角的に考えら
れるよう「心のベンチ」で
教材と関連した内容や活動
を取り上げている。(6年
P.56-57)

・児童が見通しをもって学
習できるよう各教材にはす
べて主題名が記載され，道
徳的価値，教材に関わる導
入の発問例が示されてい
る。

・現代的・社会的課題とし
て，情報モラル，安全確
保，平和・人権教育，社会
の持続可能な発展，キャリ
ア教育，伝統文化教育，国
際理解教育，法教育，食
育・健康教育，消費者教育
についての教材を選定して
いる。

・本が大きく開くようあじ
ろ綴じが採用されており，
別冊が収まるよう製本され
ている。大きな判型(AB
判），軽い用紙を使用して
いる。

・自己を見つめ，人として
の生き方について深く考え
られるよう，児童に身近な
人物やさまざまな生き方を
教材としている。

・特に体験的な学習を取り
入れることが適している教
材には「学習の手引き」を
挿入している。(2年P.28)

・理解を深めるための教科
書デジタルコンテンツをＷ
ｅｂサイト上に設定してい
る。(1年P.8-11)

・巻頭にはオリエンテー
ションページを設定してい
る。

・カリキュラム・マネジメ
ントに資するよう教科等と
の関連をもつ教材を選定し
ている。(5年P.42-45)

・教材の冒頭に教材に入り
込むための発問の例を掲載
している。

・「防災」「防犯」「交通
安全」の観点で構成してい
る。（1年P.118，2年
P.42，3年P.66，4年P.70，
5年P.158，6年P.58,130）

・校種間連携に配慮し，
「スタートカリキュラム」
や中学校段階との接続を視
野に自覚を育てる意識され
た内容を選定している。(1
年P.①②)(6年P.58)

日文



・1時限の授業の目的や流
れを明確にするよう，各教
材には，冒頭に「導入」，
末尾に「まとめる（終
末）」「ひろげる（発
展）」を設置している。

・①問いをもつ②考える③
まとめる④広げるの4段階
の紙面で構成している。

・教材内容と季節が一致す
るよう教材の順番を設定し
ている。

・教科書のサイズを大判化
（A4変形版）し，紙の厚み
を抑え軽量化を図ってい
る。

教科書の冒頭では，道徳
ノートのまとめ方の例を紹
介している。（全学年
P.9）

・児童に寄り添うキャラク
ターを設定し，共感や気付
き，考えるためのポイント
や考えを広めるための見方
など，さまざまな投げかけ
をしている。

・各教材冒頭に「問い」を
もつための設問，教材の下
段にキャラクターが「考え
る」投げかけを配置してい
る。

・目次の各種アイコンにつ
いて説明を入れている。

・教材冒頭に登場人物を紹
介している。

・学習後ふり返りを記述し
蓄積できる巻末自己評価
シート「学びの足あと」が
ある。学期末，年度末用の
「まとめ」欄を設定してい
る。

・各学年の初めに，学びの
見通しをもたせるオリエン
テーション「さあ，道徳の
学習が始まります」があ
る。（全学年P.2-9）

・情報モラルに関わる内容
を題材として扱い，コラム
としても取り上げている。
（5年P.104）

・単語をまとまりごとに捉
えやすくするように，可能
なところでは文節改行を採
用している。

・コラム「ことばのたから
もの」で，人生の道標や支
えとなるような名言を掲載
している。（1年P.131，2
年P.143，3年P.157，4年
P.159，5年P.163，6年
P.167）

・「主権者教育」「人との
共生」「いじめ」「防災教
育」「健康教育」「伝統と
文化」などの現代的課題に
ついても教材の題材として
取り込まれている。（2年
P.60）

・前学年までの漢字を使用
し，1～3年生は総ふりがな
で記述している。

・各教材の「広げる」で，
具体的な活動や調べ学習な
どを提案し，家庭や地域，
他教科につなぎ，コラムも
配置している。（3年P.74-
76）

・図版やグラフの配色につ
いて配慮している。

・「生命尊重」について重
点的に学ぶ複数時間構成で
扱っている。

光文



・教材最後に「考えよう」
を設け，一つは場面に応じ
た発問，もう一つは教材を
通して大切なことについて
考える発問を設定してい
る。

・教材の終わりに役割演技
をする「やってみよう」と
いうコーナーを設け，活動
の道筋や演技をする側と見
る側の視点を示している。

・命や友情に関する教材を
ユニットとしてまとめてい
る。

・見開き2ページで原寸大
の赤ちゃんや棚田の写真を
載せている。

・巻頭と巻末に自分自身の
ことについて書くページを
設けている。

・教材最後に「つなげよ
う」というページを設け，
自分の生活とつなげられる
ようにしている。

・「深めよう」というコー
ナーを教材の終わりに設
け，問題解決的な学習を示
している。

・全教材を4つの観点に分
け，見開き2ページに示し
ている。

・4つの観点で色分けさ
れ，マークが示されてい
る。

・巻頭に自分を見つめ深め
るポイントとして，「登場
人物になりきってみよう」
「話し合い高めよう」「書
く活動を通して自分を見つ
めよう」等が示されてい
る。

・巻頭の「道徳の学習が始
まるよ」下段で，自分を見
つめ深めるポイントを3つ
示している。

・ユニットの冒頭に「2つ
の話で学習した後に，考え
たことを書こう」という枠
が設定されている。

・キャラクター「明日香」
と「未来」を設定してい
る。

・教材の終わりに「広げよ
う」や「つなげよう」を儲
け，考えを書く問いを設定
している。

・巻頭の「道徳の学習が始
まるよ」上段に，「自分」
「人」「社会」「命や自
然」の4つのポイントを示
している。

・情報モラルに関する教材
に携帯電話のマークを示し
ている。

・別冊の巻頭に，「今の自
分を見つめて」のコーナー
が設けてあり，自分のこと
について書くことができる
ようにしている。

・第２学年以上の学年の巻
頭に，「道徳の時間はこん
な時間」というページを設
け，道徳の時間の学び方を
例示している。

 ・低・中学年ではいじめ
を間接的に扱った教材を選
定し，高学年ではいじめを
直接的に扱った教材も合わ
せて選定している。

・学習指導要領の四つの視
点について，それぞれ異
なった色を設定し，教材の
冒頭に記している。

・別冊に，自分の考えを書
く箇所を設けている。

・別冊の巻末に，「話合い
活動の記録」のコーナーを
設け，友だちの考えを聞い
て新たに感じたことや考え
たことを記入できるように
している。

・教材の終わりに，「考え
よう　話し合おう」のコー
ナーを設け，「学習の道す
じ」の中で，学習のめあて
等を示している。

・いじめ，情報モラル，安
全・防災教育，オリパラ教
育等の現代的な課題に対す
る内容を位置付けている。

・教材によっては，イン
ターネットマークがあり，
関わりのある情報を見るこ
とができるようにしてい
る。

・巻頭「道徳の時間はこん
な時間」の中に，話合いの
意義やポイントなどを示し
ている。

・「考えよう　話し合お
う」のコーナーに，学習を
広げる内容として「活動し
よう」のマークを示してい
る。

・別冊の巻末に，体験活動
を記録しておくコーナーを
設けている。

・「考えよう　話し合お
う」のコーナーに，学習を
広げる内容として本の紹介
をしている。

・全ての教材の終わりに
「考えよう　話し合おう」
のコーナーを設け，話合い
の視点を示している。

・別冊の巻末に「心のしお
り」があり，先生や家族に
ノートを見てもらった日を
記録できるようにしてい
る。

・別冊の巻末に自己評価に
ついてマークに色をぬる折
込を設けている。

学研

廣あかつき


